
菊川市施策評価シート（平成17年度）
【基本事項】

部

【施策の概要】

【市民アンケート結果】

高い 　満足度：低③ 満足度：高
　重要度：高

②
重要度：高
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満足度：低 満足度：高
重要度：低 重要度：低

低い
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【成果指標の達成状況】

満足度

重
要
度

基本健診の受診率

基本健診の受診率（％）

91.0%

Ｈ21Ｈ20

達成率

現状値

50.0%

3

年度 Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19

成
果
指
標
③ 6

7

Ｈ23

Ｈ22 目標値Ｈ20

Ｈ28

指標名 医療機能連携の強化（病院との連携）

測定方法 菊川市立総合病院との連携病院数（病院数）

達成率 76.8% Ｈ28

Ｈ23現状値 7299

測定方法 健康づくり推進委員地区活動参加者数（％）

年度 Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19

重要度（前年度比）

―

指標名 健康づくり推進委員地区活動参加者数

達成率

現状値 32.3

―

Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21

―

Ｈ17

指標名

測定方法

年度

満足度（前年度比）

満足度（前年度比）

―

項目名

項目名

―

健診や健康相談など病気の予防対策
が充実している。

菊川市立総合病院が利用しやすく頼
れる医療機関となっている。

重要度（前年度比）

―

目的

項目名

総合計画におけ
る

政策

健康づくりに取り組む人が増えてい
る。

市民一人ひとりが自らの健康管理を適正に行うための情報を提供し、心身の健康に関す
る意識の高揚に努めるとともに、健康診断や健康相談等の充実を図ります。また、市民の
安心と安全な医療の確保（充実）と適正な受診を図るため、かかりつけ医を推奨するととも
に菊川市立総合病院の医療体制の充実・強化を推進します。

安心していきいき暮らせるまち

項
目
① 満足度（前年度比） 重要度（前年度比）

施策№健康づくりの推進 5

福祉環境部健康福祉課

施策名

評価担当部署 福祉環境 関係部署

項
目
②

項
目
③

成
果
指
標
①

成
果
指
標
②
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満足度を高めるた
めの改善が早急に
必要

満足度を高めるた
めの改善が必要

更に満足度を高め
る

現状維持及び更に
満足度を高める

施策評価シートの見方（１面）

32.3（Ｈ17の現状値）÷35.5（Ｈ23の目標値）

Ｈ18年4月に実施した市民アンケートの項目から施策に関連する項目を掲載してあります。

市民アンケートの結果で
す。（５段階評価で平均
点を算出）

市民アンケート
の結果です。
（５段階評価で
平均点を算出）

Ｈ17の現状値

Ｈ２３の目標

値

本市の総合計画の基本方針を達成
するために取り組む施策の柱に該当
します。

本市の総合計画の基本方針に該
当し、市の将来像である“みどり
次世代”を実現するために取り組
む方向性を示しています。



【今後の方向性】

【施策構成事務事業の展開】

救護訓練事業 健康福祉課 728 B3 B3
健康福祉課

5,438 B3 B3

献血推進事業 B3
1,023 A

B3312

健康福祉課
B3

A

健康の日事業
健康づくり推進委員活動事業

前立腺がん検診事業

B3735 B3

1,740
3,403健康福祉課

健康福祉課

2,120 B3健康福祉課

2,436 A
B3
A

健康福祉課
587 B3

B3
肺がん検診事業 健康福祉課
乳がん検診事業 健康福祉課 12,104 B3

1,845 B3 B3
子宮がん検診事業 健康福祉課 13,221 B3 B3

A
A A

B3 B3

A
保健対策機能訓練事業 健康福祉課
保健対策訪問指導事業 健康福祉課 A

10,071

A
保健対策健康相談事業

Ｃ型肝炎検査事業 健康福祉課 1,843 B2
27,209 A
1,514 A

A A

健診後教室事業
運動教室事業 B3

個別健康教育事業 健康福祉課 1,889

A

A

A

健康福祉課 2,333

健康福祉課

健康福祉課 782

2,722

健康福祉課

A

617 A

A
423

3,398

522
337

B3

A

B3

B3

A
B2

A

A

A

B3

ヒアリング後
の評価結果
（最終結果）

備考

A

A
B3

B3

A
B3

A
A

A

A

事務事業名

現状分析及び
今後の施策展
開

７ヵ月児相談事業

４カ月児等健診事業

健康福祉課

胃がん検診事業

健康福祉課

離乳食教室事業

２歳時子育て教室事業

骨粗しょう症検診事業 健康福祉課

基本健康診査事業

大腸がん検診事業

成人歯科健診事業 健康福祉課

妊婦教室（プレママサロン）事業
乳幼児訪問事業

健康福祉課

歯科教育事業

健康福祉課

健康福祉課

乳幼児健康相談事業
一般・集団健康教育事業

健康福祉課

栄養講座事業 健康福祉課
健康づくり食生活リーダー研修事業
健康づくり食生活推進活動事業
生活習慣病検診事業
めばえ幼児相談事業

7,549

健康福祉課
健康福祉課

健康福祉課
2,285
14,028

884

健康福祉課 2,104 B3

フッ素洗口、フッ素塗布事業 健康福祉課 1,817 A
発達訓練指導（げんきっこ）事業
２歳６ヵ月児健診・相談事業

健康福祉課 990 B3

A健康福祉課 1,656 A
A
B3

A
A健康福祉課 404 A

２歳時健診・相談事業 健康福祉課 1,916 A
B3

２ヵ月児相談事業 健康福祉課
健康福祉課 2,231 B3

1,467 A A
妊婦健診事業 健康福祉課 7,362 A A

健康福祉課 5,603

担当課

　今後の方向性

A

総事業費
（千円）

担当課による
評価（当初）

　平均寿命が伸び、人生80年の長寿社会を迎えていますが、
誤った食生活・運動不足・ストレス過剰・飲酒・喫煙等に起因し
て、生活習慣病や要介護状態となる人が増加しています。
　そこで、乳幼児期から生涯を通して基本的な生活習慣を身に
つけるための教育が必要なことから、市民一人ひとりが、自らの
健康状態を把握するとともに、心身ともに健康で生きがいを持ち
自立した生活を送れるよう意識の高揚とともに、健康診断や健
康相談等の充実を図ります。
　また、市立病院においては、医師不足などの課題があることか
ら、これらを解消し、適正な運営を行えるよう努力していきます。

　　　C：遅れ
　　

A

総合評価（施策）

　　　A：順調

       B：やや遅れ

 Ａ ：現状のまま継続
Ｂ１：重点化
Ｂ２：縮小
Ｂ３：実施手段の改善
 Ｃ ：廃止・休止

総合評価（施策）に基づき、今後施
策をどのように推進していくかが記
述されています。

施策評価シートの見方（２面）

施策を推進す
る具体的な取
り組み項目で
ある事務事業
の最終評価が
表示されてい
ます。各々の
事務事業の評
価について
は、事務事業
評価シート及
びその解説を
ご覧ください。

市民アンケート結果、成果指標の
達成状況、事務事業の評価結果
を総合的に評価した結果です。



施策評価シートの解説 

【基本事項】 

○施策名 

   総合計画の基本方針を達成するために推進する施策の柱です。基本方針は７つ

の柱で構成され、その１つ１つの基本方針はいくつかの施策の柱で構成されてい

ます。 
○総合計画における上位政策 

   総合計画の基本方針に該当し、市の将来像である“みどり次世代”を実現する

ために取り組むべき方向性を示しています。 
 
【施策の概要】 

○目的 

   何のためにこの施策を推進するのか、その目的が記載されています。 
 
【市民アンケート結果】 

平成 18年 4月に市民の皆様にご協力をいただき実施した市民アンケートの結果
が記載されています。この施策の取り組みが市民の皆様の生活において、どのよう

に実感されているのかその重要度と満足度についてお伺いした結果です。 
なお、具体的な見方につきましては、別紙 1の【市民アンケート結果分布図の見
方】をご覧ください。 

 
【成果指標の達成状況】 

  この施策の達成状況を評価するために、各施策にはそれぞれ指標が設定されてい

ます。この指標は市民の皆様にもわかるよう数値で表わしています。 
例えば、参考例で示した施策「健康づくりの推進」の施策評価シートで説明する

と、この施策の達成状況を把握するための成果指標として、「基本検診の受診率」、

「健康づくり推進委員地区活動参加者数」、「医療機能連携の強化」という３つの成

果指標があり、それぞれ平成 23年度、28年度の目標値が設定されています。そし
て平成 17 年度にこの施策を推進した結果が現状値として記載されています。達成
率は、平成 23年度の目標値に対して平成 17年度にどれだけ達成したかを表わして
おり、今後平成 23 年度の目標が達成できるよう施策を推進していくこととしてお
ります。この施策の成果指標は総合計画の施策に設定している「みんなで目指す目

標値」と同じ指標となっています。 
また、総合計画が 10 年間の計画となっており５年ごとに見直しを行っていくこ
ととしているため、目標値を平成 23年度と平成 28年度に設定しました。 

 
 



 
【今後の方向性】 

○総合評価（施策） 

  市民アンケート結果、成果指標の達成状況、施策構成事務事業の展開これらの

結果を総合的に評価した結果です。Ａが順調、Ｂがやや遅れている、Ｃが遅れて

いるという評価となっています。 

○現状分析及び今後の施策展開 

   総合評価（施策）に基づき、今後この施策をどのように推進していくか、その

具体的方向性が記載されています。 

 

【施策構成事務事業の展開】 

  施策を推進する具体的な取り組み項目である、事務事業の評価結果が記載されて

います。各々の事務事業の評価については、別添、事務事業の評価シート及び事務

事業評価シートの解説をご覧ください。なお、施策の推進にあたって効果的な事務

事業となっているかの評価を行うことにより、今後、廃止する事業や新たに実施す

る事業等の見直しを行っていきます。 

 

 

《最後に》 

  行政評価につきましては、本年度より本格的に導入しました。導入初年度という

こともあり、決して満足できる評価ができたとはいえませんが、今後、評価の方法、

評価シートの改善等の見直しを行いながら、菊川市独自の行政評価を作り上げると

ともに、市民の皆様にわかりやすい評価となるよう工夫を重ねていきます。 



別紙１ 

【市民アンケート結果分布図の見方】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
～分布図の見方～ 
 重要度は、各施策を推進することについて市民がどのくらい重要だと考えている

かを表します。重要度が高いほど市民の関心やニーズが高く、施策を推進する必要

性が高いといえます。重要度の変化には社会情勢の変化等の外的要因が大きく影響

すると考えられます。 
 満足度は、各施策の推進状況について市民がどのくらい満足しているかを表しま

す。外的要因の影響もありますが、市が有効な事業を展開することによって高める

ことができると考えられます。 
 施策の見直しにあたっては、満足度が低い施策（Ａ・Ｂ領域）は満足度を高める

ための改善を図る必要性が高く、その中でも重要度が高い施策（Ａ領域）は早急に

取り組む必要があると考えられます。その他の施策（Ｃ・Ｄ領域）についてもさら

に満足度を高める努力が求められます。 
 

低い 高い 

高い 

満足度 

重
要
度 

Ａ 
満足度：低 
重要度：高 

Ｂ 
満足度：低 
重要度：低 

Ｃ 
満足度：高 
重要度：高 

Ｄ 
満足度：高 
重要度：低 

市が目指すべき方向 

施
策
の
必
要
性
が
高
い 



菊川市施策評価シート（評価対象年度：平成17年度）

【基本事項】

部

【施策の概要】

【市民アンケート結果】

高い

低い

低い 高い

【成果指標の達成状況】

目標値

Ｈ23

Ｈ23

29

満足度（前年度比）

Ｈ22

Ｈ28 33

目標値 Ｈ23

成
果
指
標
③

項
目
①

項
目
②

項
目
③

成
果
指
標
①

成
果
指
標
②

施策名

評価担当部署 総務企画部 関係部署

施策№市民活動支援の推進 1

総務企画部（地域支援課）

目的

項目名

総合計画における
上位政策

政策

NPOなどの団体によるボランティア等
の市民活動が活発に行われている。

　市民自ら助け合い、暮らしを支える意識を持っていただき、自主的な市民活動組織による
多様な活動が行われるよう支援していく。

共に汗かくまち

重要度（前年度比）

―

項目名

項目名

―

満足度（前年度比）

満足度（前年度比）

Ｈ17

指標名

測定方法

年度 Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21

達成率

現状値 22

重要度（前年度比）

重要度（前年度比）

地域専門員数（コミュニティーカレッジ受講者数）

コミュニティーカレッジ受講者数（人）

75.9%

年度 Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19

指標名

測定方法

Ｈ22 目標値Ｈ20 Ｈ21

達成率 Ｈ28

Ｈ23現状値

指標名

測定方法

年度 Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19

Ｈ28達成率

Ｈ23現状値

Ｈ22Ｈ21Ｈ20

満足度

重
要
度

Ｈ23
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【今後の方向性】

【施策構成事務事業の展開】

現状分析及び
今後の施策展
開

　市民活動組織としてボランティア団体やＮＰＯ活動がされてお
り、今後さらにこうした地域活動が活発化、多様化されることが望
まれる。コミュニティカレッジ等の人材育成の充実と専門支援部
門や相談窓口の設置等によりきめ細かな支援を推進する。

総合評価（施策）

　　　A：順調

       B：やや遅れ

　　　C：遅れ

　　　

Ｂ

総事業費
（千円）

担当課による
評価（当初）

※事務事業対象外の事業であるため掲載なし

　今後の方向性

担当課

ヒアリング後
の評価結果
（最終結果）

事務事業名

備考

 Ａ ：現状のまま継続
Ｂ１：重点化
Ｂ２：縮小
Ｂ３：実施手段の改善
 Ｃ ：廃止・休止



菊川市施策評価シート（評価対象年度：平成17年度）

【基本事項】

部

【施策の概要】

【市民アンケート結果】

高い ②

①

低い

低い 高い

【成果指標の達成状況】

Ｈ22

Ｈ23

目標値

Ｈ23

Ｈ22

30

8

Ｈ23

15

Ｈ23

Ｈ21

公共施設の共同管理数(箇所）

Ｈ22 目標値Ｈ20 Ｈ21

Ｈ28

目標値

成
果
指
標
③

項
目
①

項
目
②

項
目
③

成
果
指
標
①

成
果
指
標
②

項目名

満足度（前年度比）

満足度（前年度比）

施策№市民参加型自治体制の構築 2

目的

施策名

評価担当部署 総務企画 関係部署 総務企画部(企画政策課・地域支援課)/ 建設経済部(商工観光課)

総合計画における
上位政策

重要度（前年度比）

―

政策

市が行っていることについて、知りた
いときに必要な情報が得られる。

　市民が行政施策に参加できるよう、市民や市民組織への情報提供、意見交換の機会を
設け、市民と行政が一体となったまちづくり・自治体制を構築する。

共に汗かくまち

重
要
度

測定方法

年度

満足度（前年度比）

重要度（前年度比）

―

―

項目名

項目名

―

市の計画などに対する市民からの意
見や委員の募集など、企画段階から
市民が意見を言う機会が十分にある。

23.3%

Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21Ｈ17

指標名

現状値 3.5

重要度（前年度比）

年度 Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19

指標名 公共施設の共同管理数

測定方法

達成率

達成率 50.0% Ｈ28

Ｈ23現状値 4

指標名

測定方法

年度 Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19

現状値

達成率 Ｈ28

満足度

Ｈ23

15

市の計画に市民が発言する機会が有ると感じている人の割合

市の計画に市民が発言する機会が有ると感じている人の割合（％）

Ｈ20

0

5

10

15

20

Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23

0
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4

6

8

10
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【今後の方向性】

　　　A：順調

       B：やや遅れ

　　　C：遅れ

　　　

【施策構成事務事業の展開】

現状分析及び
今後の施策展
開

ヒアリング後
の評価結果
（最終結果）

総合評価（施策）

Ａ

　各種審議会や委員会においては、公募による住民代表委員選
出に努めている。今後は、自治会やボランティアグループ等各種
組織との横断的な連携・協力体制を構築する必要がある。また、
市政懇談会や出前行政講座により市民に開かれた行政運営を
目指す。

事務事業名

Ｂ3市政懇談会 企画政策課 2,759 A

　今後の方向性

備考
担当課による
評価（当初）

担当課
総事業費
（千円）

Ｂ3

出前行政講座 地域支援課 1,960

消費者の会事業

A

商工観光課 1,000

Ｂ3

Ｂ3

Ｂ11,433 Ｂ1消費生活事業 商工観光課

 Ａ ：現状のまま継続
Ｂ１：重点化
Ｂ２：縮小
Ｂ３：実施手段の改善
 Ｃ ：廃止・休止



菊川市施策評価シート（評価対象年度：平成17年度）

【基本事項】

部

【施策の概要】

【市民アンケート結果】

高い

低い

低い 高い

【成果指標の達成状況】

Ｈ23

25

Ｈ22

Ｈ22

成
果
指
標
③

成
果
指
標
②

30

目標値 Ｈ23

Ｈ23目標値

項
目
②

項
目
③

成
果
指
標
①

Ｈ28

目標値

Ｈ23

満足度（前年度比）

満足度（前年度比）

Ｈ18

施策名

評価担当部署 総務企画 関係部署

施策№男女共同参画の推進 3

総務企画部(企画政策課)

目的

項目名

総合計画における
上位政策

政策

男女が個人として尊重され、ともに個
性や能力を発揮できる社会になってい
る。

　男女共同参画の啓発を進め、家庭、職場、地域社会の様々な場面、分野で男女の区別
なく個性や能力を発揮できる社会を構築する。

共に汗かくまち

項
目
① 満足度（前年度比） 重要度（前年度比）

―

項目名

項目名

―

重要度（前年度比）

Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21Ｈ17

指標名

測定方法

年度

審議会等への女性の登用率を上げます

審議会等への女性の登用率（％）

達成率

現状値 15.2

重要度（前年度比）

年度 Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19

指標名

測定方法

Ｈ22Ｈ20 Ｈ21

達成率

現状値

Ｈ28

Ｈ23

指標名

測定方法

年度 Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19 Ｈ21Ｈ20

達成率

Ｈ23現状値

60.8%

Ｈ28

満足度

重
要
度
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0.6

0.8
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345 2 1



【今後の方向性】

【施策構成事務事業の展開】

現状分析及び
今後の施策展
開

　男女共同参画推進プラン策定委員会により男女共同参画推進
プランを策定中であり、今後はプランに基づく各種施策を推進し
ていく。

総合評価（施策）

　　　A：順調

       B：やや遅れ

　　　C：遅れ

　　　

Ａ

事務事業名
総事業費
（千円）

担当課

男女共同参画推進事業 企画政策課 2,054

男女共同参画人材育成事業補助金 企画政策課 289 A

B3

B2

A

　今後の方向性

備考
ヒアリング後
の評価結果
（最終結果）

担当課による
評価（当初）

 Ａ ：現状のまま継続
Ｂ１：重点化
Ｂ２：縮小
Ｂ３：実施手段の改善
 Ｃ ：廃止・休止



菊川市施策評価シート（評価対象年度：平成17年度）

【基本事項】

部

【施策の概要】

【市民アンケート結果】

高い ①

②

低い

低い 高い

【成果指標の達成状況】

満足度

重
要
度

行政への関心度

行政への関心度(％）

74.2%

達成率

現状値

Ｈ28

Ｈ21年度 Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19

指標名

測定方法

達成率 42.5% Ｈ28

Ｈ23現状値 8.5

Ｈ22 目標値Ｈ20 Ｈ21

重要度（前年度比）

―

年度 Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19

指標名 知りたいときに市の情報が得られていると感じる人の割合

測定方法 知りたいときに市の情報が得られていると感じる人の割合(％）

達成率

現状値 44.5

Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21Ｈ17

指標名

測定方法

年度

―

市役所の公共サービスが利用しやす
い。

重要度（前年度比）

―

―

項目名

項目名

施策名

評価担当部署 総務企画

目的

総合計画における
上位政策

政策

○顔の見えるまちづくり
　情報公開により市民に開かれた自治体、市民と行政の深い信頼関係を樹立する。
○自立したまちづくり
　三位一体改革や少子高齢化の進行、多様化する行政需要などに対応するため、行財政
改革を推進し、効率的で自立した自治体の構築を目指す。

関係部署

施策№顔の見える自立したまちづくりの推進 4

総務企画部(企画政策課)

共に汗かくまち

成
果
指
標
②

項目名
市役所は効率的・効果的な行財政運
営が行われている。

満足度（前年度比）

満足度（前年度比）

満足度（前年度比）

重要度（前年度比）

項
目
①

項
目
②

項
目
③

成
果
指
標
①

成
果
指
標
③

目標値

Ｈ23

Ｈ22Ｈ20

Ｈ23

Ｈ23

60

Ｈ22

Ｈ28 75

20

目標値 Ｈ23
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Ｈ23
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【今後の方向性】

【施策構成事務事業の展開】

現状分析及び
今後の施策展
開

○顔の見えるまちづくり
　広報誌・ホームページの充実を図り、情報の透明性を確保して
いく。

○自立したまちづくり
　17年度に行財政改革大綱、集中改革プランを策定した。これら
に基づき行財政改革を推進していく。また、行政評価を導入し、
事務事業及び施策を検証、改善を図っていく。

総合評価（施策）

　　　A：順調

       B：やや遅れ

　　　C：遅れ

　　　

Ｂ

ヒアリング後
の評価結果
（最終結果）

広報紙等発行事業 企画政策課

ホームページ管理事業 企画政策課

担当課

担当課による
評価（当初）

B3

B3

A

　今後の方向性

備考

OA化推進事業 企画政策課 Ｂ1

A

102,435 Ｂ1

2,873

14,500

事務事業名
総事業費
（千円）

 Ａ ：現状のまま継続
Ｂ１：重点化
Ｂ２：縮小
Ｂ３：実施手段の改善
 Ｃ ：廃止・休止



菊川市施策評価シート（評価対象年度：平成17年度）

【基本事項】

部

【施策の概要】

【市民アンケート結果】

高い ③

②

①

低い

低い 高い

【成果指標の達成状況】

満足度

重
要
度

基本健診の受診率

基本健診の受診率（％）

91.0%

Ｈ21Ｈ20

達成率

現状値

50.0%

3

年度 Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19

成
果
指
標
③ 6

7

Ｈ23

Ｈ22 目標値Ｈ20

Ｈ28

指標名 医療機能連携の強化（病院との連携）

測定方法 菊川市立総合病院との連携病院数（病院数）

達成率 76.8% Ｈ28

Ｈ23現状値 7299

測定方法 健康づくり推進委員地区活動参加者数（％）

年度 Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19

重要度（前年度比）

―

指標名 健康づくり推進委員地区活動参加者数

達成率

現状値 32.3

―

Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21

―

Ｈ17

指標名

測定方法

年度

満足度（前年度比）

満足度（前年度比）

―

項目名

項目名

―

健診や健康相談など病気の予防対策
が充実している。

菊川市立総合病院が利用しやすく頼
れる医療機関となっている。

重要度（前年度比）

―

目的

項目名

総合計画における
上位政策

政策

健康づくりに取り組む人が増えてい
る。

市民一人ひとりが自らの健康管理を適正に行うための情報を提供し、心身の健康に関する
意識の高揚に努めるとともに、健康診断や健康相談等の充実を図ります。また、市民の安
心と安全な医療の確保（充実）と適正な受診を図るため、かかりつけ医を推奨するとともに
菊川市立総合病院の医療体制の充実・強化を推進します。

安心していきいき暮らせるまち

項
目
① 満足度（前年度比） 重要度（前年度比）

施策№健康づくりの推進 5

福祉環境部(健康福祉課)

施策名

評価担当部署 福祉環境 関係部署

項
目
②

項
目
③

成
果
指
標
①

成
果
指
標
②

Ｈ28 37

9500

目標値 Ｈ23

11000

Ｈ23

目標値

Ｈ23

Ｈ22

Ｈ21

Ｈ23

35.5

Ｈ22
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【今後の方向性】

【施策構成事務事業の展開】

救護訓練事業 健康福祉課 728 B3 B3
健康福祉課

5,438 B3 B3

献血推進事業 B3
1,023 A

B3312

健康福祉課
B3

A

健康の日事業
健康づくり推進委員活動事業

前立腺がん検診事業

B3735 B3

1,740
3,403健康福祉課

健康福祉課

2,120 B3健康福祉課

2,436 A
B3
A

健康福祉課
587 B3

B3
肺がん検診事業 健康福祉課
乳がん検診事業 健康福祉課 12,104 B3

1,845 B3 B3
子宮がん検診事業 健康福祉課 13,221 B3 B3

A
A A

B3 B3

A
保健対策機能訓練事業 健康福祉課
保健対策訪問指導事業 健康福祉課 A

10,071

A
保健対策健康相談事業

Ｃ型肝炎検査事業 健康福祉課 1,843 B2
27,209 A
1,514 A

A A

健診後教室事業
運動教室事業 B3

個別健康教育事業 健康福祉課 1,889

A

A

A

健康福祉課 2,333

健康福祉課

健康福祉課 782

2,722

健康福祉課

A

617 A

A
423

3,398

522
337

B3

A

B3

B3

A
B2

A

A

A

B3

ヒアリング後
の評価結果
（最終結果）

備考

A

A
B3

B3

A
B3

A
A

A

A

事務事業名

現状分析及び
今後の施策展
開

７ヵ月児相談事業

４カ月児等健診事業

健康福祉課

胃がん検診事業

健康福祉課

離乳食教室事業

２歳時子育て教室事業

骨粗しょう症検診事業 健康福祉課

基本健康診査事業

大腸がん検診事業

成人歯科健診事業 健康福祉課

妊婦教室（プレママサロン）事業
乳幼児訪問事業

健康福祉課

歯科教育事業

健康福祉課

健康福祉課

乳幼児健康相談事業
一般・集団健康教育事業

健康福祉課

栄養講座事業 健康福祉課
健康づくり食生活リーダー研修事業
健康づくり食生活推進活動事業
生活習慣病検診事業
めばえ幼児相談事業

7,549

健康福祉課
健康福祉課

健康福祉課
2,285
14,028

884

健康福祉課 2,104 B3

フッ素洗口、フッ素塗布事業 健康福祉課 1,817 A
発達訓練指導（げんきっこ）事業
２歳６ヵ月児健診・相談事業

健康福祉課 990 B3

A健康福祉課 1,656 A
A
B3

A
A健康福祉課 404 A

２歳時健診・相談事業 健康福祉課 1,916 A
B3

２ヵ月児相談事業 健康福祉課
健康福祉課 2,231 B3

1,467 A A
妊婦健診事業 健康福祉課 7,362 A A

健康福祉課 5,603

担当課

　今後の方向性

A

総事業費
（千円）

担当課による
評価（当初）

　平均寿命が伸び、人生80年の長寿社会を迎えていますが、
誤った食生活・運動不足・ストレス過剰・飲酒・喫煙等に起因し
て、生活習慣病や要介護状態となる人が増加しています。
　そこで、乳幼児期から生涯を通して基本的な生活習慣を身につ
けるための教育が必要なことから、市民一人ひとりが、自らの健
康状態を把握するとともに、心身ともに健康で生きがいを持ち自
立した生活を送れるよう意識の高揚とともに、健康診断や健康相
談等の充実を図ります。
　また、市立病院においては、医師不足などの課題があることか
ら、これらを解消し、適正な運営を行えるよう努力していきます。

　　　C：遅れ
　　　

A

総合評価（施策）

　　　A：順調

       B：やや遅れ

 Ａ ：現状のまま継続
Ｂ１：重点化
Ｂ２：縮小
Ｂ３：実施手段の改善
 Ｃ ：廃止・休止



菊川市施策評価シート（評価対象年度：平成17年度）

【基本事項】

部

【施策の概要】

【市民アンケート結果】

高い

低い

低い 高い

【成果指標の達成状況】

Ｈ23

50

Ｈ22 目標値

Ｈ23

Ｈ22

Ｈ21

Ｈ28 55

85

目標値 Ｈ23

87

Ｈ23

成
果
指
標
③

項
目
①

項
目
②

項
目
③

成
果
指
標
①

成
果
指
標
②

施策名

評価担当部署 福祉環境 関係部署

施策№地域福祉計画の推進 6

福祉環境部(健康福祉課・市民課)

目的

項目名

総合計画における
上位政策

政策

生まれや生い立ちに関係なく、すべて
の人が生き生きと暮らせる社会になっ
ている

市民同士が結束を強め、子どもも大人も、障がいを持つ人も持たない人も、互いに声をか
けあい、ふれあいを大切にし、地域で安心して暮らせるまちを作るため、市民一人ひとりが
身近なところから福祉活動に取り組み、だれもが明るく安心して住める地域づくりを目指し
ます。

安心していきいき暮らせるまち

満足度（前年度比）

満足度（前年度比）

満足度（前年度比）

重要度（前年度比）

―

項目名

項目名

―

Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21Ｈ17

指標名

測定方法

年度

達成率

現状値 46.7

重要度（前年度比）

重要度（前年度比）

指標名 総世帯数に対する自治会加入世帯の割合

測定方法 総世帯数に対する自治会加入世帯の割合（％）

年度 Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19

達成率 97.1% Ｈ28

Ｈ23現状値 82.5

指標名 地区センター・地区公民館を利用したことがある人の割合

測定方法 地区センター・地区公民館を利用したことがある人の割合（％）

75.8

年度 Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19

近隣に非常に親しい・親しくつきあっている人がいる割合

近隣に非常に親しい・親しくつきあっている人がいる割合（％）

93.4%

Ｈ21Ｈ20

Ｈ22 目標値Ｈ20

Ｈ28達成率

現状値

94.8%

80

85

Ｈ23

満足度

重
要
度

45

46

47

48

49

50

51

Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23

81

82

83

84

85

86

Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23

73
74
75
76
77
78
79
80
81

Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23

●

5

4

3

2

1

345 2 1



【今後の方向性】

【施策構成事務事業の展開】

事務事業名
総事業費
（千円）

担当課による
評価（当初）

Ｈ20 Ｈ21

担当課

Ｈ22 目標値

Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 目標値

保健福祉課 12,478 A

保健福祉課 2,028 A

保健福祉課

1,265

保健福祉課

市民課 A

民生児童委員協議会補助金

戦没者慰霊事業

Ｈ19

達成率

民生委員活動推進事業

備考
ヒアリング後
の評価結果
（最終結果）

A

A

A

　今後の方向性

A

A

12,030 A

67,644 A

人権擁護委員会助成金

社会福祉協議会補助金

成
果
指
標
④

指標名 地域活動に参加したことがある人の割合

測定方法 地域活動に参加したことがある人の割合（％）

年度 Ｈ17 Ｈ18 Ｈ23

現状値 60.8 Ｈ23 65

76.0% 70Ｈ28

成
果
指
標
④

指標名 障がいを持った人に対する隔たりを感じる人の割合

測定方法 障がいを持った人に対する隔たりを感じる人の割合（％）

年度 Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19 Ｈ23

現状値 58.3 Ｈ23 50

達成率 72.9% 45Ｈ28

現状分析及び
今後の施策展
開

今日では、人と人との繋がりが希薄化し、地域で助け合うという
相互扶助の機能が失われつつあり、加えて、社会・経済の急激
な変動に適応できないための自殺者の増加、ひきこもり、ニート
やDV、児童虐待など社会問題は多種、多様化しています。
このような中、福祉行政の役割は極めて重要となるとともに、地
域住民を主体とする住民相互の｢助け合い｣を基本に置いた地域
福祉の意義も益々大きくなりますので、地域福祉活動の活発化
を図ります。

総合評価（施策）

　　　A：順調

       B：やや遅れ

　　　C：遅れ

　　　

B

 Ａ ：現状のまま継続
Ｂ１：重点化
Ｂ２：縮小
Ｂ３：実施手段の改善
 Ｃ ：廃止・休止

58
59
60
61
62
63
64
65
66

Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23

44
46
48
50
52
54
56
58
60

Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23



菊川市施策評価シート（評価対象年度：平成17年度）

【基本事項】

部

【施策の概要】

【市民アンケート結果】

高い ②

①

低い

低い 高い

【成果指標の達成状況】

42000

Ｈ22

43000

目標値 Ｈ23

Ｈ23

年度 Ｈ17

現状値

Ｈ21

41291

Ｈ19 Ｈ20

達成率 98.3%

指標名 児童館・子育て支援センターの利用者数（２館の合計）

測定方法 児童館・子育て支援センターの利用者数（２館の合計）(人）

Ｈ18

リフレッシュ・一時保育の実施園

リフレッシュ・一時保育の実施園数（園）

Ｈ28

Ｈ22 目標値

Ｈ23

Ｈ23

Ｈ28 11

4

7

Ｈ23

延長保育の実施園数（園）

Ｈ22 目標値Ｈ20 Ｈ21

満足度（前年度比）

満足度（前年度比）

重要度（前年度比）

―

―

項目名

項目名

―

―

11

成
果
指
標
③

達成率

現状値 7

63.6%

項
目
②

項
目
③

成
果
指
標
②

成
果
指
標
①

子育てに不安を感じたときに気軽に相
談できるところがある。

重要度（前年度比）

施策№子育て支援体制の充実 7

目的

施策名

評価担当部署 福祉環境 関係部署 福祉環境部(こどもみらい課)/教育文化部(図書館)

項目名

総合計画における
上位政策

政策

子育て家庭のニーズ（需要）に応じた
保育サービスが充実している。

子どもにとって何が一番大切なのかを踏まえた上で、安心して子どもを生み育てていくこと
ができる環境の整備に努めます。そして、育児に困難さを感じる保護者を支援するネット
ワークを強化するための働きかけを行います。

安心していきいき暮らせるまち

項
目
① 重

要
度

満足度（前年度比）

Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21Ｈ17

指標名

測定方法

年度

重要度（前年度比）

年度 Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19

指標名 延長保育の実施園

測定方法

達成率 75.0%

現状値 3 Ｈ23

Ｈ28

満足度

0

2

4

6

8

10

12

Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23

0

1

2

3

4

5

Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23

●

0

2

4

6

8

10

12

Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23

●

5

4

3

2

1

345 2 1



【今後の方向性】

【施策構成事務事業の展開】

事務事業名
総事業費
（千円）

担当課による
評価（当初）

担当課

目標値 Ｈ23

成
果
指
標
④

指標名 放課後児童クラブの設置数

測定方法 放課後児童クラブの設置数（箇所）

年度 Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19 Ｈ21Ｈ20 Ｈ22

71.4% Ｈ28

児童館運営事業 こどもみらい課 18,155

7

7達成率

Ｈ23現状値 5

B3

放課後児童クラブ運営事業 こどもみらい課

内田保育園保育事業

35,715

子育て支援センター運営事業 こどもみらい課 9,283

こどもみらい課

4,685 B1

保育園敷地借地料補助金 こどもみらい課

ブックスタート事業 図書館

母親クラブ育成事業補助金 こどもみらい課

保育対策等促進事業補助金 こどもみらい課

44,639

子育て支援事業補助金「増田さんち」

障がい児保育事業補助金 こどもみらい課

4,609

多様な保育推進事業費補助金 こどもみらい課

次世代育成支援対策補助金 21,023 B1

71,800 A

こどもみらい課

こどもみらい課 137 C

679 B1

1,814 A

4,014

A

B1

B1

B3

B1

A

備考

A

A

B1

B1

C

A

B1

B1

A

　今後の方向性

ヒアリング後
の評価結果
（最終結果）

A

A

現状分析及び
今後の施策展
開

　菊川市も含め、全国的に少子化が進む中で、個人的なつなが
りで相談し合う機会が減ることにより、子育ての悩みを抱える親
が増えています。
　さらに、男女雇用機会均等法や育児休業制度の普及により、
働きながら子育てをする母親が増え、これに合わせた子育て支
援サービスの充実も必要になっています。
　安心して子どもを生み育てていくことができる環境の整備に努
め、育児に困難さを感じる保護者を支援するネットワークを強化
するための働きかけや施策を展開します。

総合評価（施策）

　　　A：順調

       B：やや遅れ

　　　C：遅れ

　　　

A

0

2

4

6

8

Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23

 Ａ ：現状のまま継続
Ｂ１：重点化
Ｂ２：縮小
Ｂ３：実施手段の改善
 Ｃ ：廃止・休止



菊川市施策評価シート（評価対象年度：平成17年度）

【基本事項】

部

【施策の概要】

【市民アンケート結果】

高い

低い

低い 高い

【成果指標の達成状況】

Ｈ23

5

Ｈ22 目標値

Ｈ23

Ｈ22Ｈ20

Ｈ28 7

600

目標値 Ｈ23

700

Ｈ23

成
果
指
標
③

項
目
①

項
目
②

項
目
③

成
果
指
標
①

成
果
指
標
②

施策名

評価担当部署 福祉環境

目的

項目名

総合計画における
上位政策

政策

高齢者が生きがいをもって社会参加
する機会がある。

高齢者が健康で生きがいを持って生活できる地域社会づくりを目指し、学習・交流機会の
充実を図ります。また、生きがい創出のために、高齢者がその知識・経験・技能を生かし、
まちづくりの重要な担い手として活躍できる場の充実を図ります。

関係部署

施策№長寿・生きがい対策の推進 8

福祉環境部(健康福祉課)

安心していきいき暮らせるまち

満足度（前年度比）

満足度（前年度比）

満足度（前年度比）

重要度（前年度比）

項目名

項目名

Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21Ｈ17

指標名

測定方法

年度

達成率

現状値 3

重要度（前年度比）

重要度（前年度比）

年度 Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19

指標名 シルバー人材センター会員数

測定方法 シルバー人材センター会員数（人）

Ｈ22 目標値Ｈ20 Ｈ21

達成率 90.3% Ｈ28

Ｈ23現状値 542

指標名 緊急通報システム設置数

測定方法 緊急通報システム設置数（箇所）

年度 Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19

地域での高齢者生きがいサロンの開設箇所数

地域での高齢者生きがいサロンの開設箇所数(箇所）

60.0%

86.7% Ｈ28

Ｈ21

60

70達成率

Ｈ23現状値 52

満足度

重
要
度

0

1

2

3

4

5

6

Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23

500

520

540

560

580

600

620

Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23

48
50
52
54
56
58
60
62

Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23

●

5

4

3

2

1

345 2 1



【今後の方向性】

【施策構成事務事業の展開】

　　　C：遅れ

　　　

A

総合評価（施策）

　　　A：順調

       B：やや遅れ

事務事業名
総事業費
（千円）

敬老会開催事業 健康福祉課 14,570 B2

A

B2

A

A A

老人クラブ補助金 健康福祉課

菊川市の高齢化率は平成18年度で19.6％となっており、年々増
加する傾向が続いている。高齢者世帯やひとり暮らし高齢者の
増加、団塊の世代の離職後の生きがいづくり、地域活動の活性
化などの問題や、老人クラブ活動やシルバー人材センター事業
への支援など高齢者福祉サービスの充実が求められています。
高齢者が健康で生きがいを持って生活できる地域社会づくりを
目指し、学習・交流機会の充実を図ります。生きがい創出のため
に、高齢者がその知識・経験・技能を生かし、まちづくりの重要な
担い手として活躍できる場の充実を図ります。

地域福祉権利擁護事業、成年後見制度を認知している割合（％）

年度 Ｈ17 Ｈ18

現状分析及び
今後の施策展
開

成
果
指
標
④

指標名 地域福祉権利擁護事業、成年後見制度を認知している割合

測定方法

Ｈ19 Ｈ20

　今後の方向性

ヒアリング後
の評価結果
（最終結果）

備考

シルバー人材センター補助金

Ｈ21 Ｈ22 目標値 Ｈ23

現状値 42.1 Ｈ23 50.0

達成率 84.2% Ｈ28 60

成
果
指
標
⑤

指標名 敬老会出席率

目標値 Ｈ23

現状値 52.5

測定方法 敬老会出席率（％）

年度 Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22

Ｈ23 55

達成率 8.8% 60Ｈ28

3,510

担当課

担当課による
評価（当初）

健康福祉課 16,080

 Ａ ：現状のまま継続
Ｂ１：重点化
Ｂ２：縮小
Ｂ３：実施手段の改善
 Ｃ ：廃止・休止

38
40
42
44
46
48
50
52

Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23

51

52

53

54

55

56

Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23



菊川市施策評価シート（評価対象年度：平成17年度）

【基本事項】

部

【施策の概要】

【市民アンケート結果】

高い

低い

低い 高い

【成果指標の達成状況】

満足度

重
要
度

Ｈ21Ｈ20

64.9

70.2達成率

Ｈ23現状値 55.9

Ｈ2886.1%

指標名 要介護４～５認定者の入所施設居住系占有率

測定方法 要介護４～５認定者の入所施設居住系占有率（％）

Ｈ22年度 Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19

達成率 90.0% Ｈ28

Ｈ23現状値 49.1

Ｈ22 目標値Ｈ20 Ｈ21Ｈ18 Ｈ19

指標名 要介護２～５認定者の居住系占有率

測定方法 要介護２～５認定者の居住系占有率（％）

重要度（前年度比）

重要度（前年度比）満足度（前年度比）

現状値 130

高齢者とその家族を支えるサービスが
充実している。

Ｈ18

介護老人福祉施設入所定員数

介護老人福祉施設入所定員数(人）

Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21Ｈ17

満足度（前年度比）

指標名

測定方法

年度

施策№高齢者介護事業の推進 9

福祉環境部(健康福祉課)

目的

項目名

総合計画における
上位政策

政策

高齢者一人ひとりが自分らしくいきいきと生きがいを持って生活できるよう、介護保険制度
に基づく質の向上や最適なケアプランの作成など、より充実したサービス提供に努め、健康
づくりをはじめ、福祉及び介護施策との連携を図ります。

安心していきいき暮らせるまち

項
目
① 重要度（前年度比）

施策名

評価担当部署 福祉環境 関係部署

210

目標値

Ｈ23

Ｈ28 210

Ｈ22 Ｈ23

項
目
②

項
目
③

成
果
指
標
①

項目名

項目名

満足度（前年度比）

達成率

44.2

目標値 Ｈ23

37

Ｈ23

成
果
指
標
③

成
果
指
標
②

61.9%

年度 Ｈ17

0

50

100

150

200

250

Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23

40

42

44

46

48

50

Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23

50

55

60

65

70

Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23

●

5

4

3

2

1

345 2 1



【今後の方向性】

【施策構成事務事業の展開】

A

現状分析及び
今後の施策展
開

核家族化や出生率の低下、女性の社会進出等が進む中,家族だ
けで介護を行うことは困難であり、介護を社会全体で支える必要
から介護保険制度が創設され5年が経ち、平成18年4月からは高
齢者本人を主役とした介護予防等の推進が実施されている。
高齢者一人ひとりが自分らしくいきいきと生きがいを持って生活
できるよう、介護保険制度に基づく質の向上や最適なケアプラン
の作成など、より充実したサービス提供に努め、健康づくりをはじ
め、福祉及び介護施策との連携を図ります。

　　　A：順調

       B：やや遅れ

　　　C：遅れ

　　　

総合評価（施策）

C

C

B2はり、きゅう、マッサージ治療費補助金

高齢者等交通対策補助金

A

健康福祉課 26,610 C

健康福祉課 2,210

C

　今後の方向性

備考

健康福祉課 9,991

ヒアリング後
の評価結果
（最終結果）

B3

福祉タクシー利用料助成金

事務事業名
総事業費
（千円）

担当課による
評価（当初）

在宅福祉事業 健康福祉課 65,632 B3

担当課

 Ａ ：現状のまま継続
Ｂ１：重点化
Ｂ２：縮小
Ｂ３：実施手段の改善
 Ｃ ：廃止・休止



菊川市施策評価シート（評価対象年度：平成17年度）

【基本事項】

部

【施策の概要】

【市民アンケート結果】

高い

低い

低い 高い

【成果指標の達成状況】

満足度

重
要
度

達成率

Ｈ23現状値 20

Ｈ21Ｈ20

23

2587.0%

成
果
指
標
③

Ｈ28

年度 Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19

指標名 グループホーム・ケアホームの設置数

測定方法 グループホーム・ケアホームの設置数（箇所）

Ｈ28

Ｈ23

達成率

Ｈ21Ｈ18 Ｈ19

0

指標名

重要度（前年度比）

障害児放課後対策事業利用者数

相談専門官の配置

相談専門官の配置人数(人）

0.0%

Ｈ19

―

項目名

項目名

―

重要度（前年度比）

目的

項目名

総合計画における
上位政策

政策

障がいをもつ人が地域の中で安心し
て暮らすことができる。

障害者福祉の充実のため、障がいのある人が障害程度審査会により公平な障害程度区分
に判定され、自立支援法に基づくサービスを受けられるようサービス基盤の充実を図りま
す。また、障がいのある人が、安心して暮らせるよう自立の支援、機能回復訓練、在宅支援
サービス、地域生活支援や啓発体制を支援していきます。

安心していきいき暮らせるまち

項
目
① 満足度（前年度比） 重要度（前年度比）

施策№障害者福祉の充実 10

福祉環境部(健康福祉課)

施策名

評価担当部署 福祉環境 関係部署

成
果
指
標
②

年度 Ｈ17

測定方法 障害児放課後対策事業利用者数（人）

達成率 88.9%

現状値 24

30

Ｈ23Ｈ22 目標値Ｈ20

現状値

Ｈ18Ｈ17 Ｈ20 Ｈ21

Ｈ23

Ｈ22

項
目
②

項
目
③

成
果
指
標
①

満足度（前年度比）

満足度（前年度比）

指標名

測定方法

年度

Ｈ23

Ｈ23

1

Ｈ22

Ｈ28 1

27

目標値

目標値

0

0.2

0.4

0.6

0.8

1

1.2

Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23

22

23

24

25

26

27

28

Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23

18

19

20

21

22

23

24

Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23

●

5

4

3

2

1

345 2 1



【今後の方向性】

【施策構成事務事業の展開】

　　　C：遅れ

　　　

B

総合評価（施策）

　　　A：順調

       B：やや遅れ

　今後の方向性

備考

A

A

担当課による
評価（当初）

ヒアリング後
の評価結果
（最終結果）

A

A

A662

精神保健ボランティア活動事業 485 A

在宅ねたきり老人等生活用具給付事
業補助金

健康福祉課

健康福祉課 A

A

A

担当課

心身障害者通所費補助金 健康福祉課 2,733 A

身体障害者テ゛ィケア利用補助金 健康福祉課 579

重度身体障害者住宅改造費補助金 健康福祉課 829

事務事業名
総事業費
（千円）

現状分析及び
今後の施策展
開

　平成18年10月からの自立支援法の本格施行により、従来の障
害者サービスが大きく見直されます。障害のある人が安心して暮
らせるように自立の支援、機能回復訓練、在宅支援サービス、相
談・啓発体制を整えることが望まれます。
　障害者福祉の充実のため公平な障害者程度区分の判定に基
づき、自立支援法に基づくサービスが受けられるようサービス基
盤の充実を図ります。
　また、障がいのある人が、安心して暮らせるように自立支援、
機能回復訓練、在宅支援サービス、地域生活支援制度や啓発
体制を支援していきます。

 Ａ ：現状のまま継続
Ｂ１：重点化
Ｂ２：縮小
Ｂ３：実施手段の改善
 Ｃ ：廃止・休止



菊川市施策評価シート（評価対象年度：平成17年度）

【基本事項】

部

【施策の概要】

【市民アンケート結果】

高い ①

②

低い

低い 高い

【成果指標の達成状況】

満足度

0

100

Ｈ23

0.3

指標名

100

学校及び幼稚園施設の耐震化率（％）

100

Ｈ18年度 Ｈ17 Ｈ19

成
果
指
標
③

学校及び幼稚園施設の耐震化

達成率

Ｈ23現状値 83.3

Ｈ2883.3%

測定方法

現状値 100

達成率 100.0%

60.0%

年度 Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19

指標名 防犯教室の実施

測定方法 防犯教室の実施（％）

―

重要度（前年度比）

不登校を理由とする長期欠席児童生徒数

不登校を理由とする長期欠席児童生徒数（％）

Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21

達成率

現状値 0.5

Ｈ17

指標名

測定方法

年度 Ｈ18

満足度（前年度比）

重要度（前年度比）

―

―

項目名

項目名

―

学校と家庭・地域が一体となって子ど
もたちを見守っている。

11

教育文化部(学校教育課・給食センター)

重要度（前年度比）

政策

子どもの知・徳・体に優れた人間形成
を図るための学校教育が実施されて
いる。

基本目標を｢確かな学力と思いやりに満ちた学校｣づくりとし、基礎・基本の定着と主体的に
課題を見つけ､自ら学び､自ら考える､知・徳・体のバランスのとれた児童・生徒を育成する。

豊かなこころを育むまち

満足度（前年度比）

満足度（前年度比）

重
要
度

目的

項目名

総合計画における
上位政策

施策№学校教育の充実施策名

評価担当部署 教育文化 関係部署

項
目
①

項
目
②

項
目
③

成
果
指
標
①

成
果
指
標
②

目標値 Ｈ23

100

Ｈ23目標値

Ｈ28

Ｈ23

Ｈ21

目標値

Ｈ23

Ｈ22

Ｈ22

Ｈ28

Ｈ20

Ｈ21Ｈ20

Ｈ22

0

0.1

0.2

0.3

0.4

0.5

0.6

Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23

0

20

40

60

80

100

120

Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23

0

20

40

60

80

100

120

Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23

● ●

5

4

3

2

1

345 2 1



【今後の方向性】

【施策構成事務事業の展開】

A

A

　今後の方向性

備考

A

A

A

ヒアリング後
の評価結果
（最終結果）

A

A

中学校施設整備事業（県費補助） 学校教育課

外国人児童指導事業 学校教育課

ことばの教室運営事業（学校管理） 学校教育課

小学校施設整備事業（県費補助） 学校教育課

4,143 A

学校教育課

A

420 A

部活奨励費補助金 学校教育課 1,959 A

10,340 A

580 A

2,891 A

7,408 A

人権教育推進事業 学校教育課

教育相談室運営事業 学校教育課

教育研究推進事業 学校教育課 1,549

担当課

4,430

10

A

B3

A

A

A

事務事業名
総事業費
（千円）

成
果
指
標
④

指標名 給食残食率（主食・飯米・パン）

目標値 Ｈ23

現状値

担当課による
評価（当初）

給食献立研修事業 給食センター 500

A

英語指導助手推進事業 学校教育課 4,920 A

A

A

小中ＰＴＡ連合会補助金

総合学習交付金 学校教育課 934

測定方法 給食残食率（％）

年度 Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22

Ｈ28

Ｈ23 9

達成率 90.0% 8

現状分析及び
今後の施策展
開

現状は、市内全体を通して各校（園）とも大変落ち着いた状況
で、豊かな心が育ち、個性や創造力、学ぶ力が着実に伸びてい
る。しかし、その一方で不登校や問題行動のある子どもたち、学
力が伸び悩んでいる子どもたちがいる状況も見られる。今後は、
課題解決のために現状分析を行い、課題に対応した教育を展開
するとともに、心の教育の充実を図ることにより、「信頼関係を基
盤に幼児期にふさわしい生活のできる園」づくりや「確かな学力と
思いやりに満ちた学校」づくりをソフト・ハードの両面にわたって
推進する。また、学校給食においては、地産地消に努めるととも
に、食育に関する指導を充実し、子どもの健康の保持・増進に努
める。

総合評価（施策）

　　　A：順調

       B：やや遅れ

　　　C：遅れ

　　　

A

 Ａ ：現状のまま継続
Ｂ１：重点化
Ｂ２：縮小
Ｂ３：実施手段の改善
 Ｃ ：廃止・休止

8.5

9

9.5

10

10.5

Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23



菊川市施策評価シート（評価対象年度：平成17年度）

【基本事項】

部

【施策の概要】

【市民アンケート結果】

高い

低い

低い 高い

【成果指標の達成状況】

成
果
指
標
②

Ｈ22

達成率

現状値 未

Ｈ21Ｈ20

Ｈ20 Ｈ21

Ｈ28 500

60

目標値 Ｈ23

70

Ｈ23目標値

Ｈ28

Ｈ23

項
目
②

項
目
③

成
果
指
標
①

Ｈ23

400

目標値

Ｈ23

Ｈ22

目的

項目名

総合計画における
上位政策

施策№次世代を担う人づくりの推進施策名

評価担当部署 教育文化 関係部署

項
目
①

12

教育文化部(社会教育課)

重要度（前年度比）

政策

明日の菊川市を担う青少年が、様々な体験を通じて、地域社会における自らの役割と責任
を自覚し、健全で伸びやかに育つよう人づくりを進める。

豊かなこころを育むまち

満足度（前年度比）

満足度（前年度比）

重
要
度

Ｈ18

満足度（前年度比）

重要度（前年度比）

項目名

項目名

Ｈ17

指標名

測定方法

年度 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21

達成率

現状値 300

重要度（前年度比）

人づくりフェスタ（青少年健全育成推進大会）への参加人数

人づくりフェスタ（青少年健全育成推進大会）への参加人数（人）

75.0%

年度 Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19

指標名 家庭教育学級生（役員）の意識向上割合

測定方法 家庭教育学級生（役員）の意識向上割合（％）

指標名

測定方法

年度 Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19 Ｈ22

達成率

成
果
指
標
③ 現状値

Ｈ28

Ｈ23

満足度

0

100

200

300

400

500

Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23

0
10
20
30
40
50
60
70

Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23

0

0.2

0.4

0.6

0.8

1

1.2

Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23

5

4

3

2

1

345 2 1



【今後の方向性】

【施策構成事務事業の展開】

　　　A：順調

       B：やや遅れ

世界貢献ボランティア交流事業参加者補助金 145 A A

青年の船参加者補助金 100社会教育課

A青少年対策事業 5,807

家庭教育推進事業

事務事業名
総事業費
（千円）

担当課

宿泊体験活動事業

現状分析及び
今後の施策展
開

2,326社会教育課

社会環境の急激な変化や地域における人と人との関わりが希薄
となる状況の中で、青少年の規範意識や判断能力、家庭教育力
の低下が懸念されている。また、青少年の健全育成や子どもた
ちの安全・安心な居場所づくりのためには、学校教育のみなら
ず、家庭における教育力の向上と、地域との連携が強く求められ
ている。今後は、家庭・学校・地域住民・行政が一体となって、青
少年教育や健全育成事業、家庭教育事業などを展開し「次代を
担う人づくり」をいっそう推進する。

A青少年健全育成活動費補助金 社会教育課 990

社会教育課

社会教育課

社会教育課

2,471

成人式開催事業

社会教育課

3,043

　　　C：遅れ

　　　

A

総合評価（施策）

　今後の方向性

備考
担当課による
評価（当初）

A A

B3

A

A

A A

A

ヒアリング後
の評価結果
（最終結果）

A

B3

 Ａ ：現状のまま継続
Ｂ１：重点化
Ｂ２：縮小
Ｂ３：実施手段の改善
 Ｃ ：廃止・休止



菊川市施策評価シート（評価対象年度：平成17年度）

【基本事項】

部

【施策の概要】

【市民アンケート結果】

高い

低い

低い 高い

【成果指標の達成状況】

Ｈ23

36800

66800

図書館利用者数（人）

Ｈ28

66800

Ｈ23

目標値

Ｈ23

Ｈ28 38300

Ｈ22

成
果
指
標
③

項
目
①

項
目
②

項
目
③

成
果
指
標
①

成
果
指
標
②

施策名

評価担当部署 教育文化

総合計画における
上位政策

政策 豊かなこころを育むまち

関係部署

施策№生涯学習の充実 13

教育文化部(社会教育課・図書館)

重要度（前年度比）

目的

項目名

満足度（前年度比）

満足度（前年度比）

いつでも、誰でも、学習したいときに学
習できる環境が整っている。

市民一人ひとりが、自由に学習機会を選択し学ぶことができる環境を整備し、心豊かで生
きがいのある地域づくりと人づくりを実現する。

年度

重要度（前年度比）

―

項目名

項目名

―

満足度（前年度比）

Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21Ｈ17

指標名

測定方法

現状値 35000

重要度（前年度比）

年度 Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19

指標名 図書館利用者

測定方法

達成率

中央公民館利用者

Ｈ22 目標値Ｈ20 Ｈ21

中央公民館利用者数（人）

95.1%

達成率 98.1% Ｈ28

Ｈ23現状値 65500

指標名

測定方法

Ｈ19

達成率

現状値

Ｈ17 Ｈ18 Ｈ20 Ｈ22Ｈ21年度 目標値 Ｈ23

Ｈ23

満足度

重
要
度

34000

34500

35000

35500

36000

36500

37000

Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23

64500

65000

65500

66000

66500

67000

Ｈ17 Ｈ20 Ｈ23

0

0.2

0.4

0.6

0.8

1

1.2

Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23

●

5
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3

2

1

345 2 1



【今後の方向性】

【施策構成事務事業の展開】

ヒアリング後
の評価結果
（最終結果）

総合評価（施策）

　　　A：順調

       B：やや遅れ

　　　C：遅れ

　　　

A

B31,753 B3

1,844 AA

B3

担当課による
評価（当初）

B3各種講座開催事業

図書館

担当課
総事業費
（千円）

図書館 4,150

図書館 24,527

4,346

社会教育課

A

図書館 1,847 A

事務事業名

510

現状分析及び
今後の施策展
開

急速な社会変化の中で、市民の学習意欲はますます高度化・多
様化しており、各人のライフスタイルや趣味・嗜好に沿った自己
実現の要求が高まり、主体的な学習機会の拡大を図ることが求
められている。今後は、広範な市民の学習意欲、自己表現志向
に応えるため、生涯学習に関する情報のネットワークづくりを進
めるとともに、従来から公民館や図書館のみが担ってきたこうし
た役割を、地域・学校・企業などとの連携により拡大し、多様な施
設・人材の活用を図る。

A

展示活動推進事業 図書館

文学講演会事業

お話ステーション事業

B2

成人学習推進事業 社会教育課

団体活動費補助金（子ども会活動費補助金） A

A560団体活動費補助金（小笠高等学校解放講座補助金）

図書購入事業

団体活動費補助金（ボーイスカウト活動費補助金）

570団体活動費補助金（青年団活動費補助金）

社会教育課

高齢者学習推進事業 社会教育課 2,278

社会教育課

740 A

団体活動費補助金（少年少女合唱団補助金） 社会教育課 414 A

A

社会教育課

社会教育課 542

団体活動費補助金（くちなしの会補助金）

　今後の方向性

備考

A

A

B2

A

A

A

A

社会教育課

3,644 C

B3

A

A

団体活動費補助金（仲良し学校補助金） 社会教育課 526 A

B3

C

青少年学習推進事業 社会教育課 6,599 A A

情報通信技術講習会事業

A

 Ａ ：現状のまま継続
Ｂ１：重点化
Ｂ２：縮小
Ｂ３：実施手段の改善
 Ｃ ：廃止・休止



菊川市施策評価シート（評価対象年度：平成17年度）

【基本事項】

部

【施策の概要】

【市民アンケート結果】

高い

低い

低い 高い

【成果指標の達成状況】

満足度

重
要
度

達成率

測定方法

Ｈ20Ｈ18 Ｈ19

達成率

Ｈ23現状値

Ｈ28

Ｈ28

Ｈ22

Ｈ23現状値

Ｈ22 目標値Ｈ20 Ｈ21

指標名

測定方法

年度 Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19

重要度（前年度比）

重要度（前年度比）

代官屋敷資料館入館者の増加

代官屋敷資料館入館者数（人）

92.3% Ｈ28

年度

達成率

現状値 2400

Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21Ｈ17

指標名

測定方法

豊かなこころを育むまち

満足度（前年度比）

満足度（前年度比）

満足度（前年度比）

重要度（前年度比）

項目名

項目名

関係部署

施策№歴史・文化遺産の継承と活用 14

教育文化部(社会教育課)

成
果
指
標
②

施策名

評価担当部署 教育文化

目的

項目名

総合計画における
上位政策

政策

歴史・文化遺産が適切に保全され、活
用されている。

かけがえのない郷土の歴史的遺産や伝統的工芸･芸能･行事を適切に保護・保存･活用し、
次の世代に着実に伝承する。

項
目
①

項
目
②

項
目
③

成
果
指
標
①

3000

目標値 Ｈ23

Ｈ23

成
果
指
標
③

Ｈ21年度 Ｈ17

指標名

Ｈ22 目標値

Ｈ23

Ｈ23

2600
2300
2350
2400
2450
2500
2550
2600
2650

Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23

0

0.2

0.4

0.6

0.8

1

1.2

Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23

0

0.2

0.4

0.6

0.8

1

1.2

Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23

●

5

4

3

2

1

345 2 1



【今後の方向性】

【施策構成事務事業の展開】

A

A

A

A

B3

A

A

A

A

A

A

　今後の方向性

備考

黒田家管理費補助金 社会教育課 1,481 A

163 A

ヒアリング後
の評価結果
（最終結果）

大頭龍神楽保存会補助金 社会教育課

虚空蔵山補助金 社会教育課

栗田土満遺徳顕彰会補助金 社会教育課

関口隆吉遺徳顕彰会補助金 社会教育課

190

150 A

A

163 A

山西郷土資料館補助金 社会教育課 163 A

190

潮海寺文化財保存会補助金 社会教育課

A

担当課

横地城跡保存会補助金 社会教育課

内田郷土資料館保存会補助金 社会教育課 163 A

A

A

歴史街道館運営事業 社会教育課 5,358 B3

代官屋敷資料館運営事業 社会教育課 6,667

208

事務事業名
総事業費
（千円）

現状分析及び
今後の施策展
開

担当課による
評価（当初）

文化財は長い歴史や特色ある風土の中で培われてきた貴重な
財産であり、本市においては国･県・市合わせて23の文化財が指
定されており、地域の団体等により保護･保存・歴史遺産の継承
が図られている。今後は、更に市民に幅広く文化財の保護の意
義と郷土の歴史への理解を深めていただくよう、学校の総合学
習や地域の生涯学習･観光に文化財を活用するとともに、適切に
継承・保護･保存する。

総合評価（施策）

　　　A：順調

       B：やや遅れ

　　　C：遅れ

　　　

A

 Ａ ：現状のまま継続
Ｂ１：重点化
Ｂ２：縮小
Ｂ３：実施手段の改善
 Ｃ ：廃止・休止



菊川市施策評価シート（評価対象年度：平成17年度）

【基本事項】

部

【施策の概要】

【市民アンケート結果】

高い

低い

低い 高い

【成果指標の達成状況】

満足度

重
要
度

Ｈ20 Ｈ22

62

68達成率

Ｈ23現状値 56

展示発表事業出品数

展示発表事業出品数（点）

94.2%

90.3% Ｈ28

Ｈ21年度 Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19

指標名 文化会館大小ホールの利用の促進

測定方法 文化会館大小ホールの利用率（％）

達成率 68.6% Ｈ28

Ｈ23現状値 48

Ｈ22 目標値Ｈ20 Ｈ21

指標名 文化会館自主公演事業の入場率

測定方法 文化会館自主公演事業の入場率（％）

年度 Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19

重要度（前年度比）

重要度（前年度比）

達成率

現状値 1940

Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21Ｈ17

指標名

測定方法

年度

満足度（前年度比）

満足度（前年度比）

満足度（前年度比）

重要度（前年度比）

―

項目名

項目名

―

目的

項目名

総合計画における
上位政策

政策

気軽に芸術文化活動ができる又は芸
術に触れられる環境が整っている。

市民に豊かな芸術文化に接する機会を提供するとともに、地域文化活動の推進・地域文化
の継承を図る。

豊かなこころを育むまち

施策№文化活動の振興 15

教育文化部(文化会館・社会教育課)

施策名

評価担当部署 教育文化 関係部署

成
果
指
標
③

項
目
①

項
目
②

項
目
③

成
果
指
標
①

成
果
指
標
②

Ｈ28 2160

70

目標値 Ｈ23

80

Ｈ23

Ｈ22 目標値

Ｈ23

Ｈ23

2060
1850

1900

1950

2000

2050

2100

Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23

0

20

40

60

80

Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23

52

54

56

58

60

62

64

Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23

●

5

4

3

2

1

345 2 1



【今後の方向性】

【施策構成事務事業の展開】

　　　C：遅れ

　　　

B

総合評価（施策）

　　　A：順調

       B：やや遅れ

A

B3

B3

B3

ヒアリング後
の評価結果
（最終結果）

B3

A

　今後の方向性

備考

現状分析及び
今後の施策展
開

文化会館アエルや中央公民館、コミュニティセンター等では、各
種事業･講座を展開し、市民に広く芸術や文化に親しむ機会を提
供しているが、利用率や入場者数を分析すると必ずしも満足でき
る状況ではない。今後は、各種文化施設を有効活用し、コミュニ
ティ活動の推進と合わせ、市民参加型の文化・芸術活動や市民
の要望に応えた文化事業を推進する。

文化事業振興事業（書初め展） 社会教育課

文化協会活動費補助金 社会教育課 3,583

1,020 B3

A

文化事業振興協会補助金 文化会館 8,280 A

文化事業振興事業（文化祭） 社会教育課 1,810 B3

文化事業振興事業（美術展） 社会教育課 1,085 B3

菊川文化会館アエル友の会事務 文化会館 3,349

文化事業振興事業 文化会館 39,514

施設貸館事業 文化会館

文化事業振興事業（写生大会） 社会教育課 1,270 B3

A

B3

B3

B3

A

B3

62,113

担当課事務事業名
総事業費
（千円）

担当課による
評価（当初）

 Ａ ：現状のまま継続
Ｂ１：重点化
Ｂ２：縮小
Ｂ３：実施手段の改善
 Ｃ ：廃止・休止



菊川市施策評価シート（評価対象年度：平成17年度）

【基本事項】

部

【施策の概要】

【市民アンケート結果】

高い

低い

低い 高い

【成果指標の達成状況】

Ｈ22 目標値

Ｈ23

Ｈ23

2500

Ｈ28 2700

3100

目標値 Ｈ23

3200

Ｈ23

Ｈ22

成
果
指
標
③

項
目
①

項
目
②

項
目
③

成
果
指
標
①

成
果
指
標
②

施策名

評価担当部署 教育文化 関係部署

施策№スポーツ活動の振興 16

教育文化部(社会教育課)

目的

項目名

総合計画における
上位政策

政策

気軽にスポーツやレクリエーション活
動ができる環境が整っている。

スポーツ環境・体制の充実を図り、市民一人ひとりが健康で心豊かな生活を送ることができ
る社会を実現する。

豊かなこころを育むまち

満足度（前年度比）

満足度（前年度比）

満足度（前年度比）

重要度（前年度比）

―

項目名

項目名

―

Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21Ｈ17

指標名

測定方法

年度

達成率

現状値 2420

重要度（前年度比）

重要度（前年度比）

年度 Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19

指標名 体協、スポ少加入者

測定方法 体協、スポ少加入者数（人）

Ｈ22 目標値Ｈ20 Ｈ21

達成率 98.1% Ｈ28

Ｈ23現状値 3040

指標名 総合型地域スポーツクラブ

測定方法 総合型地域スポーツクラブ数（箇所）

Ｈ20年度 Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19

スポーツ大会、教室の参加人数

スポーツ大会、教室の参加人数（人）

96.8%

0.0% Ｈ28

Ｈ21

1

3達成率

Ｈ23現状値 0

満足度

重
要
度

2380
2400
2420
2440
2460
2480
2500
2520

Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23

3000

3020

3040

3060

3080

3100

3120

Ｈ17 Ｈ20 Ｈ23

0

0.2

0.4

0.6

0.8

1

1.2

Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23

●

5

4

3

2

1

345 2 1



【今後の方向性】

【施策構成事務事業の展開】

　　　C：遅れ

　　　

A

総合評価（施策）

　　　A：順調

       B：やや遅れ

事務事業名
総事業費
（千円）

担当課による
評価（当初）

担当課

青少年スポーツ振興事業 社会教育課 1,685

生涯スポーツ推進事業 社会教育課 5,126 A

6,370 B3

A

A

A

B3

スポーツ大会出場支援事業 社会教育課 1,560 A A

スポーツ大会推進事業 社会教育課

指導者養成事業 社会教育課 2,650 A

スポーツ少年団補助金 社会教育課 1,355 A

A

A

生涯スポーツ推進補助金 社会教育課 2,338 A

社会教育課 5,825

840 A

A

布引原プール補助金 社会教育課

歩行運動活動補助金 社会教育課

体育協会補助金

603 A

現状分析及び
今後の施策展
開

幅広い社会体育事業を開催するとともに各種競技団体を育成・
指導し、スポーツ振興を図っている。今後は、更に各地区におい
て体育指導委員、スポーツ委員を中心に地域に根ざした生涯ス
ポーツを奨励するとともに、スポーツ活動の拠点として各種施設
や体制を整備･拡充する。

　今後の方向性

A

A

ヒアリング後
の評価結果
（最終結果）

A

A

備考

 Ａ ：現状のまま継続
Ｂ１：重点化
Ｂ２：縮小
Ｂ３：実施手段の改善
 Ｃ ：廃止・休止



菊川市施策評価シート（評価対象年度：平成17年度）

【基本事項】

部

【施策の概要】

【市民アンケート結果】

高い

②

①

低い

低い 高い

【成果指標の達成状況】

Ｈ22 目標値

Ｈ23

Ｈ23

13

Ｈ28 13

3

目標値 Ｈ23

11

Ｈ23

Ｈ22

成
果
指
標
③

項
目
①

項
目
②

項
目
③

成
果
指
標
①

成
果
指
標
②

施策名

評価担当部署 総務企画 関係部署

施策№地域コミュニティ基盤の構築 17

総務企画部(地域支援課)

目的

項目名

総合計画における
上位政策

政策

住んでいる地区のコミュニティ（人と人
との交流、助け合いなど）が活発であ
る。

　自治会活動への支援とともに、市民活動を連携強化するコミュニティ協議会の設立支援
を進め、コミュニティ機能の維持、強化と協働の基盤を構築する。

笑顔が生まれるまち

満足度（前年度比）

満足度（前年度比）

満足度（前年度比）

重要度（前年度比）

―

項目名

項目名

―

各地区で、地区の特性を活かした特
色あるまちづくりが行われている。

Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21Ｈ17

指標名

測定方法

年度

達成率

現状値 10

重要度（前年度比）

―

重要度（前年度比）

―

年度 Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19

指標名 地域計画策定数

測定方法 地域計画策定数（地区）

Ｈ22 目標値Ｈ20 Ｈ21

達成率 0.0% Ｈ28

Ｈ23現状値 0

指標名 コミュニティ助成数

測定方法 コミュニティ助成数（地区）

Ｈ20年度 Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19

コミュニティセンター数

コミュニティセンター数（箇所）

76.9%

84.8% Ｈ28

Ｈ21

132

147達成率

Ｈ23現状値 112

満足度

重
要
度

0
2
4
6
8
10
12
14

Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23

0
0.5
1
1.5
2
2.5
3
3.5

Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23

100
105
110
115
120
125
130
135

Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23

●
●

5

4

3

2

1

345 2 1



【今後の方向性】

【施策構成事務事業の展開】

事務事業名
総事業費
（千円）

担当課による
評価（当初）

担当課

菊川市連合自治会運営費補助金 地域支援課 4,150 A

2,801 A

A

A

A

地区自治会運営費補助金 地域支援課

地区センター運営費補助金 地域支援課 3,410 A

コミュニティ施設整備事業費補助金 地域支援課 18,550

現状分析及び
今後の施策展
開

　17年度に菊川市コミュニティ協議会検討委員会により「地域コ
ミュニティづくりの指針」を策定した。また、防災施設とコミュニティ
センター機能を併せ持つ平川センターを整備した。今後は、未整
備地区センターの整備とコミュニティ協議会の設立を進めていく。

　今後の方向性

備考

A

ヒアリング後
の評価結果
（最終結果）

A

　　　C：遅れ

　　　

Ａ

総合評価（施策）

　　　A：順調

       B：やや遅れ

 Ａ ：現状のまま継続
Ｂ１：重点化
Ｂ２：縮小
Ｂ３：実施手段の改善
 Ｃ ：廃止・休止



菊川市施策評価シート（評価対象年度：平成17年度）

【基本事項】

部

【施策の概要】

【市民アンケート結果】

高い

低い

低い 高い

【成果指標の達成状況】

満足度

重
要
度

達成率

Ｈ23現状値

助成券発行枚数

助成券発行枚数(人）

65.0%

Ｈ28

Ｈ21Ｈ20年度 Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19

指標名

測定方法

達成率 70.0% Ｈ28

Ｈ23現状値 35

Ｈ22 目標値Ｈ20 Ｈ21

指標名 ツアー応募者数

測定方法 ツアー応募者数（人）

年度 Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19

重要度（前年度比）

重要度（前年度比）

達成率

現状値 26

Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21Ｈ17

指標名

測定方法

年度

満足度（前年度比）

満足度（前年度比）

満足度（前年度比）

重要度（前年度比）

―

項目名

項目名

―

目的

項目名

総合計画における
上位政策

政策

小谷村、下関市との交流が盛んであ
る。

　長野県小谷村及び山口県下関市菊川地区との人や文化の交流により、地域の活性化を
図る。

笑顔が生まれるまち

施策№市民と地域間交流の推進 18

総務企画部(地域支援課)

施策名

評価担当部署 総務企画 関係部署

成
果
指
標
③

項
目
①

項
目
②

項
目
③

成
果
指
標
①

成
果
指
標
②

Ｈ28 80

50

目標値 Ｈ23

80

Ｈ23

Ｈ22

Ｈ22 目標値

Ｈ23

Ｈ23

40
0

10

20

30

40

50

Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23

0

10

20
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40

50

60

Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23

0

0.2

0.4

0.6

0.8

1

1.2

Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23

●

5

4

3

2

1

345 2 1



【今後の方向性】

【施策構成事務事業の展開】

ヒアリング後
の評価結果
（最終結果）

　今後の方向性

備考

現状分析及び
今後の施策展
開

　小谷村との交流は引き続き実施していく。山口県菊川町につい
ては見直しする必要がある。
　また、交流にとどまらず、経済効果を引き出すといったような戦
略的な事業も検討していく。

A

A

A

友好交流事業補助金 地域支援課 953 A

地域間交流事業 地域支援課 1,564

担当課事務事業名
総事業費
（千円）

担当課による
評価（当初）

　　　C：遅れ

　　　

Ｂ

総合評価（施策）

　　　A：順調

       B：やや遅れ

 Ａ ：現状のまま継続
Ｂ１：重点化
Ｂ２：縮小
Ｂ３：実施手段の改善
 Ｃ ：廃止・休止



菊川市施策評価シート（評価対象年度：平成17年度）

【基本事項】

部

【施策の概要】

【市民アンケート結果】

高い

低い

低い 高い

【成果指標の達成状況】

満足度

重
要
度

Ｈ20

達成率

Ｈ23現状値

語学教室開催回数

語学教室開催回数(回）

50.0%

Ｈ28

Ｈ21年度 Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19

指標名

測定方法

達成率 0.0% Ｈ28

Ｈ23現状値 0

Ｈ22 目標値Ｈ20 Ｈ21

指標名 相談窓口の利用者数

測定方法 相談窓口の利用者数（人）

年度 Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19

重要度（前年度比）

重要度（前年度比）

達成率

現状値 20

Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21Ｈ17

指標名

測定方法

年度

満足度（前年度比）

満足度（前年度比）

満足度（前年度比）

重要度（前年度比）

―

項目名

項目名

―

目的

項目名

総合計画における
上位政策

政策

市内に住む外国人が地域社会に受け
入れられている。

　市内在住の外国人と市民との交流機会を強化、拡充し、また外国人雇用企業への協力を
要請し、相互理解を深め、共生できる社会を作る。

笑顔が生まれるまち

施策№外国人との共生の地域づくりの推進 19

総務企画部(地域支援課)

施策名

評価担当部署 総務企画 関係部署

成
果
指
標
③

項
目
①

項
目
②

項
目
③

成
果
指
標
①

成
果
指
標
②

Ｈ28 40

10

目標値 Ｈ23

20

Ｈ23

Ｈ22

Ｈ22 目標値

Ｈ23

Ｈ23
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Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23
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1.2

Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23

●

5

4

3

2

1

345 2 1



【今後の方向性】

【施策構成事務事業の展開】

現状分析及び
今後の施策展
開

　17年度に市役所内に通訳者を設置、また「外国人の方のため
の便利帳」を作成した。現在、地域においては生活習慣や文化
の相違から生活上の諸問題が発生している。
　今後は、日本語教室や交流事業による相互理解を進めるとと
もに、外国人雇用企業への働きかけにより行政サービスや生活
上のルールを普及させていく必要がある。

総合評価（施策）

　　　A：順調

       B：やや遅れ

　　　C：遅れ

　　　

Ｃ

ヒアリング後
の評価結果
（最終結果）

　今後の方向性

備考

A

A

A

国際交流協会海外派遣事業補助金 地域支援課 1,470 A A

国際交流協会補助金 地域支援課 950 A

ポルトガル通訳者配置事業 地域支援課 3,211

担当課事務事業名
総事業費
（千円）

担当課による
評価（当初）

 Ａ ：現状のまま継続
Ｂ１：重点化
Ｂ２：縮小
Ｂ３：実施手段の改善
 Ｃ ：廃止・休止



菊川市施策評価シート（評価対象年度：平成17年度）

【基本事項】

部

【施策の概要】

【市民アンケート結果】

高い

低い

低い 高い

【成果指標の達成状況】

Ｈ22 目標値

Ｈ23

Ｈ23

15

Ｈ28 25

目標値 Ｈ23

Ｈ23

Ｈ22

成
果
指
標
③

項
目
①

項
目
②

項
目
③

成
果
指
標
①

成
果
指
標
②

施策名

評価担当部署 総務企画 関係部署

施策№若者参加の地域づくりの推進 20

総務企画部(地域支援課)

目的

項目名

総合計画における
上位政策

政策

若い世代が地域づくりへ参加してい
る。

　ＮＰＯ、ボランティア、地域コミュニティ等の活動への若者の積極的参加を促進し、地域の
活性化やまちづくりに資する。

笑顔が生まれるまち

満足度（前年度比）

満足度（前年度比）

満足度（前年度比）

重要度（前年度比）

―

項目名

項目名

―

Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21Ｈ17

指標名

測定方法

年度

達成率

現状値 4.1

重要度（前年度比）

重要度（前年度比）

年度 Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19

指標名

測定方法

Ｈ22 目標値Ｈ20 Ｈ21

達成率 Ｈ28

Ｈ23現状値

指標名

測定方法

Ｈ20年度 Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19

若い世代が地域づくりに参加していると感じる人の割合

若い世代が地域づくりに参加していると感じる人の割合（％）

27.3%

Ｈ28

Ｈ21

達成率

Ｈ23現状値

満足度

重
要
度
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【今後の方向性】

【施策構成事務事業の展開】

事務事業名
総事業費
（千円）

担当課による
評価（当初）

担当課

　今後の方向性

備考
ヒアリング後
の評価結果
（最終結果）

現状分析及び
今後の施策展
開

　社会構造の変化や価値観の多様化により青年団、青年学級等
の活動は衰退し、若者の地域とのつながりは少なくなっている。
　秋祭りにみられるような若者に魅力的な場を作ることとが必要
である。
　今後設置が検討されるコミュニティ協議会の組織の中に若者が
活躍できる場を作っていく。

総合評価（施策）

　　　A：順調

       B：やや遅れ

　　　C：遅れ

　　　

Ｃ

 Ａ ：現状のまま継続
Ｂ１：重点化
Ｂ２：縮小
Ｂ３：実施手段の改善
 Ｃ ：廃止・休止



菊川市施策評価シート（評価対象年度：平成17年度）

【基本事項】

部

【施策の概要】

【市民アンケート結果】

高い ①

②

低い

低い 高い

【成果指標の達成状況】

満足度

重
要
度

達成率

Ｈ23現状値

市民１人あたりの都市公園などの面積

市民１人あたりの都市公園などの面積（㎡）

97.2%

Ｈ28

Ｈ21Ｈ20年度 Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19

指標名

測定方法

達成率 66.7% Ｈ28

Ｈ23現状値 2

Ｈ22 目標値Ｈ20 Ｈ21

指標名 緑化推進団体数

測定方法 緑化推進団体数（団体）

年度 Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19

重要度（前年度比）

重要度（前年度比）

達成率

現状値 38.3

Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21Ｈ17

指標名

測定方法

年度

満足度（前年度比）

満足度（前年度比）

満足度（前年度比）

重要度（前年度比）

―

項目名

項目名

―

身近に自然を感じられる場所が多くあ
る。

目的

項目名

総合計画における
上位政策

政策

「きれいな空気、清らかな川、静かなま
ち」など、よい環境が保たれている。

豊かな里山や棚田などの自然環境の保全と、そのために活動するボランティア等を支援し
ます。また、公園や緑地等のみどりに囲まれた景観づくりを進め、市民生活に密着した気軽
に遊べる空間の創出を図ります。

輝くみどりのまち

施策№美しい空間環境の創造 21

福祉環境部(環境推進課)/建設経済部(農林課・都市計画課)

施策名

評価担当部署 福祉環境 関係部署

成
果
指
標
③

項
目
①

項
目
②

項
目
③

成
果
指
標
①

成
果
指
標
②

Ｈ28 42.1

3

目標値 Ｈ23

5

Ｈ23

Ｈ22

Ｈ22 目標値

Ｈ23

Ｈ23

39.4
37.5

38

38.5

39

39.5

Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23
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Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23
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0.6

0.8

1

1.2

Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23

●
●
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4

3

2

1

345 2 1



【今後の方向性】

【施策構成事務事業の展開】

　　　C：遅れ

　　　

A

総合評価（施策）

　　　A：順調

       B：やや遅れ

ヒアリング後
の評価結果
（最終結果）

　今後の方向性

備考

現状分析及び
今後の施策展
開

　菊川市は、住宅区域を除き、のどかな農村らしい風景が広がっ
ておりますが、近年では、都市化の影響を受け、昔ながらの貴重
な自然や景観が失われつつあります。
　また、快適な住環境の創造と訪れる人に憩いと安らぎを与える
公園や緑地等に花やみどりを増やし、その維持管理を行っていく
ために自治会や花の会など、地域ぐるみの実践グループ育成が
課題となっています。
　自然環境の保全と、そのために活動するボランティア等を支援
し、公園や緑地等の花とみどりに囲まれた景観づくりを進め、市
民生活に密着した気軽に遊べる空間の創出を図ります。

A

緑・花推進協議会補助金 農林課

花の会補助金 農林課 570 A

612 A

B3

A

B3

A

緑の少年団補助金 農林課 412 A

緑化推進活動推進事業 農林課 1,874

担当課事務事業名
総事業費
（千円）

担当課による
評価（当初）

 Ａ ：現状のまま継続
Ｂ１：重点化
Ｂ２：縮小
Ｂ３：実施手段の改善
 Ｃ ：廃止・休止



菊川市施策評価シート（評価対象年度：平成17年度）

【基本事項】

部

【施策の概要】

【市民アンケート結果】

高い

①

②

低い

低い 高い

【成果指標の達成状況】

Ｈ22 目標値

Ｈ23

Ｈ23

11510

Ｈ28 15950

15610

目標値 Ｈ23

19210

Ｈ23

成
果
指
標
③

項
目
①

項
目
②

項
目
③

成
果
指
標
①

成
果
指
標
②

施策名

評価担当部署 福祉環境 関係部署

施策№水質保全対策の促進 22

福祉環境部(環境推進課)/建設経済部(都市計画課)

目的

項目名

総合計画における
上位政策

政策

「きれいな空気、清らかな川、静かなま
ち」など、よい環境が保たれている。

家庭からの生活排水による汚濁を減らし、水を大切にする暮らしの実践を奨励するととも
に、公共下水道の整備や合併浄化槽の適正な維持管理を推進し、河川等の水質保全に努
めます。また、上水道については水道事業の拡充を図り、良質な水の安定供給に努めま
す。

輝くみどりのまち

満足度（前年度比）

満足度（前年度比）

満足度（前年度比）

重要度（前年度比）

―

項目名

項目名

―

身近に自然を感じられる場所が多くあ
る。

Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21Ｈ17

指標名

測定方法

年度

達成率

現状値 4120

重要度（前年度比）

重要度（前年度比）

年度 Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19

指標名 汚水処理人口（合併処理浄化槽）

測定方法 汚水処理人口（合併処理浄化槽）（人）

Ｈ22 目標値Ｈ20 Ｈ21

達成率 67.7% Ｈ28

Ｈ23現状値 10570

指標名 給水する水量と、料金として収入のあった水量との比率（上水道有水率）

測定方法 給水する水量と、料金として収入のあった水量との比率（上水道有水率）（％）

年度 Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19

汚水処理人口（公共下水道）

汚水処理人口（公共下水道）（人）

35.8%

98.4% Ｈ28

Ｈ21

89.5

91達成率

Ｈ23現状値 88.1

Ｈ20 Ｈ22
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重
要
度
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【今後の方向性】

【施策構成事務事業の展開】

現状分析及び
今後の施策展
開

　菊川市内には河川の水質が改善されない地域もあるため、汚
水処理施設を整備し、生活排水による環境への負荷軽減を早急
に図る必要があります。
　家庭からの生活排水による汚濁を減らし、水を大切にする暮ら
しの実践を奨励するとともに、公共下水道等の整備や合併浄化
槽の適正な維持管理を推進し、河川等の水質保全に努めます。
また、上水道については、水道事業の拡充を図り、良質な水の
安定供給に努めます。

総合評価（施策）

　　　A：順調

       B：やや遅れ

　　　C：遅れ

　　　

Ｂ

事務事業名
総事業費
（千円）

担当課による
評価（当初）

合併処理浄化槽設置費補助金 環境推進課 73,045

平尾下水処理場使用料徴収事業 環境推進課 1,291 B3

河川浄化啓発事業 環境推進課 76 Ｂ3

Ｂ2B2

Ｂ3

青葉台下水処理場使用料徴収事業 環境推進課 3,460 B3 Ｂ3

担当課

　今後の方向性

備考

Ｂ3

ヒアリング後
の評価結果
（最終結果）

 Ａ ：現状のまま継続
Ｂ１：重点化
Ｂ２：縮小
Ｂ３：実施手段の改善
 Ｃ ：廃止・休止



菊川市施策評価シート（評価対象年度：平成17年度）

【基本事項】

部

【施策の概要】

【市民アンケート結果】

高い ①

②

低い

低い 高い

【成果指標の達成状況】

Ｈ22 目標値

Ｈ23

Ｈ23

82

Ｈ28 85

目標値 Ｈ23

Ｈ23

Ｈ22

成
果
指
標
③

項
目
①

項
目
②

項
目
③

成
果
指
標
①

成
果
指
標
②

施策名

評価担当部署 福祉環境 関係部署

施策№自然環境の保全 23

福祉環境部(環境推進課)/建設経済部(農林課)

目的

項目名

総合計画における
上位政策

政策

「きれいな空気、清らかな川、静かなま
ち」など、よい環境が保たれている。

身近にある自然環境との共生を進めるとともに、うるおいのある水辺環境を創出します。ま
た、地域住民の協力の下に憩いの河川・池等の空間の保全に努めます。さらに、ビオトー
プを通して自然の豊かさを感じることができる環境の保全・再生に努めます。

輝くみどりのまち

満足度（前年度比）

満足度（前年度比）

満足度（前年度比）

重要度（前年度比）

―

項目名

項目名

―

身近に自然を感じられる場所が多くあ
る。

Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21Ｈ17

指標名

測定方法

年度

達成率

現状値 79.7

重要度（前年度比）

重要度（前年度比）

年度 Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19

指標名

測定方法

Ｈ22 目標値Ｈ20 Ｈ21

達成率 Ｈ28

Ｈ23現状値

指標名

測定方法

年度 Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19

自然が保全されていると感じる人の割合

自然が保全されていると感じる人の割合（％）

97.2%

Ｈ28

Ｈ21

達成率

Ｈ23現状値

Ｈ20

満足度

重
要
度

78

79

80

81

82

83

Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23

0

0.2

0.4

0.6

0.8

1

1.2

Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23

0

0.2

0.4

0.6

0.8

1

1.2

Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23

●
●

5

4

3

2

1

345 2 1



【今後の方向性】

【施策構成事務事業の展開】

現状分析及び
今後の施策展
開

　菊川市内は、河川の広がりや溜池が多く点在し、親しみやすい
水辺環境や田園や樹林地などの里山が存在していますが、樹林
地などでは手入れが行われず、竹林の区域が増加するなど必ず
しも良い環境にあるとは言えなくなってきています。
　今後は、菊川の水辺や溜池など水辺空間や里山の植林地な
ど、市民に身近な自然環境を保全、活用するため、市民と行政
が協力して憩いの河川・池等の環境保全に努めます。

総合評価（施策）

　　　A：順調

       B：やや遅れ

　　　C：遅れ

　　　

B

事務事業名
総事業費
（千円）

担当課による
評価（当初）

担当課

ヒアリング後
の評価結果
（最終結果）

　今後の方向性

備考

 Ａ ：現状のまま継続
Ｂ１：重点化
Ｂ２：縮小
Ｂ３：実施手段の改善
 Ｃ ：廃止・休止



菊川市施策評価シート（評価対象年度：平成17年度）

【基本事項】

部

【施策の概要】

【市民アンケート結果】

高い ②

①

低い

低い 高い

【成果指標の達成状況】

満足度

ごみの減量化

ごみの量(トン）

96.3%

8

12

Ｈ21Ｈ20 Ｈ23

達成率

Ｈ23現状値 4

50.0% Ｈ28

年度 Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19

指標名 環境学習出前講座

測定方法 環境学習出前講座回数(回）

達成率 93.0% Ｈ28

Ｈ23現状値 3146

Ｈ22 目標値Ｈ20 Ｈ21Ｈ19

達成率

年度 Ｈ17 Ｈ18

指標名 資源物回収の徹底

測定方法 資源物回収量（トン）

重要度（前年度比）

Ｈ17

現状値 9226

年度

満足度（前年度比）

満足度（前年度比）

重要度（前年度比）

―

項目名

項目名 環境に対するモラル（道徳）の高い人
が増えている。

重要度（前年度比）

――

項
目
②

―

関係部署

施策№循環型社会の推進

ごみの分別収集や集団回収など資源
を大切にする活動が活発である。

ごみの減量化、再資源化のため分別収集の強化を図るなど、循環型社会の構築に向けた
取り組みを推進します。さらに、市民一人ひとりの美化活動への意識を高めることにより、
地球規模での環境問題に配慮したやさしい都市を目指します。また、環境衛生の充実を図
るため、最終処分場、し尿処理場及び火葬場の適正管理・確保に努めます。

24

福祉環境部(環境推進課)

重
要
度

項目名

総合計画における
上位政策

政策

項
目
① 満足度（前年度比）

施策名

評価担当部署 福祉環境

目的

輝くみどりのまち

成
果
指
標
③

Ｈ22

Ｈ22

成
果
指
標
②

Ｈ19 Ｈ20

3385

Ｈ23

項
目
③

成
果
指
標
①

指標名

測定方法

Ｈ18 Ｈ21 目標値

Ｈ23

Ｈ23

8889

Ｈ28 8753

3384

目標値

8700

8800

8900

9000

9100

9200

9300

Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23

3000

3100

3200

3300

3400

3500

Ｈ17 Ｈ20 Ｈ23
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10

Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23

● ●
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345 2 1



【今後の方向性】

【施策構成事務事業の展開】

　　　

A

総合評価（施策）

　　　A：順調

       B：やや遅れ

環境衛生自治推進協議会補助金 環境推進課

資源物分別収集奨励金 環境推進課 3,509 Ａ

3,335

73

2,915 C

Ｂ3

Ａ

B3

Ｂ3

C

Ｃ Ｃ

Ａ

C

Ｂ3

C

Ａ

　今後の方向性

備考

828

C

ヒアリング後
の評価結果
（最終結果）

A

C

Ａ

環境衛生材料配布事業

4,573環境推進課

環境推進課

環境推進課 5,864

不法投棄廃棄物処理事業

Ｂ3

ゴミゼロ運動補助金

現状分析及び
今後の施策展
開

　地球温暖化や環境ホルモンによる影響など地球全体に関わる
もの、将来の世代に及ぶものなどが大きな問題になっています。
　また、ごみ問題については、資源物の分別収集を進めていると
ころですが、私たちは、ごみの発生量の抑制、物の再使用やリサ
イクルの推進、廃棄物の適正処理などに努めなくてはなりませ
ん。
　循環型社会の構築に向けた取り組みを推進し、市民一人ひと
りの美化意識の向上により地球規模での環境問題に配慮したや
さしい都市を目指します。また、環境衛生の充実を図るため、最
終処分場、し尿処理場及び火葬場等の適正管理・確保に努めま
す。

B2食品衛生協会補助金

ゴミ集積施設設置費補助金

事務事業名

　　　C：遅れ

環境推進課 834

環境リサイクルステーション管理事業

Ｂ3

環境推進課

動物死骸処理事業 環境推進課 2,384 Ｂ3

環境推進課

し尿処理運搬事業

畜犬愛護会補助金 環境推進課 101

環境推進課 21,766

美化意識向上事業

担当課

A

720

環境推進課

担当課による
評価（当初）

1,058

総事業費
（千円）

A環境推進課

ＡＡ分別収集業務委託事業 環境推進課 44,642

古紙等資源集団回収奨励金

Ａ

Ａ

 Ａ ：現状のまま継続
Ｂ１：重点化
Ｂ２：縮小
Ｂ３：実施手段の改善
 Ｃ ：廃止・休止



菊川市施策評価シート（評価対象年度：平成17年度）

【基本事項】

部

【施策の概要】

【市民アンケート結果】

高い

低い

低い 高い

【成果指標の達成状況】

満足度

重
要
度

達成率

Ｈ23現状値

80.0%

Ｈ28

Ｈ21Ｈ20年度 Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19

指標名

測定方法

達成率 91.7% Ｈ28

Ｈ23現状値 1030

Ｈ22 目標値Ｈ20 Ｈ21

重要度（前年度比）

年度 Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19

指標名 担い手への農地利用集積面積

測定方法 担い手への農地利用集積面積（ha）

認定農業者数

達成率

現状値 268

Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21Ｈ17

指標名

測定方法

年度

認定農業者数（人）

Ｈ23

―

項目名

項目名

―

重要度（前年度比）

目的

項目名

総合計画における
上位政策

政策

消費者にとって安全・安心で魅力のあ
る農産物が生産されている。

農業生産基盤や農業用施設の整備を推進し、担い手の育成・確保に努める。

躍進する産業のまち

項
目
① 満足度（前年度比） 重要度（前年度比）

施策№農業の振興と次世代農業の育成 25

建設経済部(農林課)

施策名

評価担当部署 建設経済 関係部署

項
目
②

項
目
③

成
果
指
標
①

Ｈ28

目標値

Ｈ23

満足度（前年度比）

満足度（前年度比）

Ｈ18

368

1123

目標値 Ｈ23

1235

Ｈ23

Ｈ22

Ｈ22

成
果
指
標
③

成
果
指
標
②

335
0
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400

Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23
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1

345 2 1



【今後の方向性】

【施策構成事務事業の展開】

現状分析及び
今後の施策展
開

農業をとりまく情勢は年々厳しさを増しており、農畜産物の価格
の低迷や国際化、輸入自由化、労働力の高齢化、担い手不足な
ど様々な問題に直面しています。また中山間地においては耕作
条件の不利も要因となり、農地の荒廃が懸念されています。
今後は、認定農業者を中心とした担い手の育成と農地の集積に
より経営規模拡大と省力化を進めて行き、経営感覚に優れた安
定的な農業経営を展開する担い手を育成する必要があります。

総合評価（施策）

　　　A：順調

       B：やや遅れ

　　　C：遅れ

　　　

B

備考
ヒアリング後
の評価結果
（最終結果）

担当課による
評価（当初）

A

A

A

A

　今後の方向性

A

A

遠州夢咲茶業振興連絡協議会補助金 412 A

有害鳥獣駆除補助金 834 A

農林課 922 Aみどりの資源総合支援事業補助金

A

1,271 A

農林課

590 A

32,729 A

1,170

小土地改良事業補助金

小笠茶商青年団補助金 212

4,183 A

A

環境保全茶栽培事業補助金

C

712

B1農業施設維持管理補助金 675 B1

B1

A

A

かんがい排水事業補助金 5,411 B1

小規模災害補助金 7,326 A

松くい虫防除事業

一般農道事業補助金 10,091 B1 B1

2,517 A

B2

A

水田転作対応型営農推進事業 農林課 856 B2

事務事業名
総事業費
（千円）

担当課

ファーミングプランの会助成金 農林課

水田農業支援事業補助金 農林課

A

A

水稲採種圃組合補助金 1,488 A

新技術導入事業補助金 714 A A

茶園再編整備事業補助金 A

A農業用廃ビニール処理補助金 668

水田受託組合補助金 550 A

地区村づくり推進活動費補助金 農林課

A

C

農林課

C

農業生産技術向上支援補助金 1,496 A B2

A

農業振興会補助金 農林課 3,547 A A

農業生産物消費拡大事業補助金 農林課

A

農林課

農林課

農林課

農林課

農林課

農林課

農林課

692 A

A

産地システム化推進対策事業補助金 農林課 8,841 A A

菊川市共同利用等農業機械導入補助金 農林課

468 A

農林課

農林課

農林課

農林課

農林課

農林課

農林課

1,996

A

畜産経営移転事業補助金 農林課 638 C C

へい獣処理補助金 農林課

 Ａ ：現状のまま継続
Ｂ１：重点化
Ｂ２：縮小
Ｂ３：実施手段の改善
 Ｃ ：廃止・休止



菊川市施策評価シート（評価対象年度：平成17年度）

【基本事項】

部

【施策の概要】

【市民アンケート結果】

高い

低い

低い 高い

【成果指標の達成状況】

Ｈ22 目標値

Ｈ23

Ｈ23

60

Ｈ28 70

目標値 Ｈ23

Ｈ23

Ｈ22

成
果
指
標
③

項
目
①

項
目
②

項
目
③

成
果
指
標
①

成
果
指
標
②

施策名

評価担当部署 建設経済 関係部署

施策№既存商業集積の活性化と新商業集積の形成 26

建設経済部(商工観光課)

目的

項目名

総合計画における
上位政策

政策

魅力と活気のある商業が展開されて
いる。

商工団体等と連携し、商店街の組織化を推進すると共に、活力向上に向けた育成支援を
強化する。また、新たな商業集積を目指し沿道立地型、郊外立地型の店舗整備等を誘導
する。

躍進する産業のまち

満足度（前年度比）

満足度（前年度比）

満足度（前年度比）

重要度（前年度比）

―

項目名

項目名

―

Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21Ｈ17

指標名

測定方法

年度

達成率

現状値 50.9

重要度（前年度比）

重要度（前年度比）

年度 Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19

指標名

測定方法

Ｈ22 目標値Ｈ20 Ｈ21

達成率 Ｈ28

Ｈ23現状値

指標名

測定方法

年度 Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19

地元購買率

地元購買率（％）

84.8%

Ｈ28

Ｈ21

達成率

Ｈ23現状値

Ｈ20

満足度

重
要
度

45
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345 2 1



【今後の方向性】

【施策構成事務事業の展開】

事務事業名
総事業費
（千円）

担当課による
評価（当初）

担当課

A

駅南商店街近代化事業組合補助金 商工観光課 2,870 B2 B2

駅南商店街組合連絡協議会補助金 商工観光課 4,487 A

A消費拡大事業補助金 商工観光課 4,600 A

　今後の方向性

ヒアリング後
の評価結果
（最終結果）

備考

現状分析及び
今後の施策展
開

後継者不足等による商店の減少が進み、それに伴い賑わいも薄
れ、商店街の空洞化に繋がっています。今後は商工会との連携
を深め、商店街の組織化、担い手の育成及び活性化に向けて、
商店街づくりを支援していく必要があります。また、新たな商業集
積地づくりを進め、購買率を向上させることにより商業の活性化
を図る必要があります。

総合評価（施策）

　　　A：順調

       B：やや遅れ

　　　C：遅れ

　　　

B

 Ａ ：現状のまま継続
Ｂ１：重点化
Ｂ２：縮小
Ｂ３：実施手段の改善
 Ｃ ：廃止・休止



菊川市施策評価シート（評価対象年度：平成17年度）

【基本事項】

部

【施策の概要】

【市民アンケート結果】

高い

①

②

低い

低い 高い

【成果指標の達成状況】

Ｈ23

80

Ｈ22

Ｈ22

成
果
指
標
③

成
果
指
標
②

85

目標値 Ｈ23

Ｈ23Ｈ22

項
目
②

項
目
③

成
果
指
標
①

Ｈ28

目標値

Ｈ23

満足度（前年度比）

満足度（前年度比）

Ｈ18

施策名

評価担当部署 建設経済 関係部署

施策№工業振興と企業誘致・新産業創出の推進 27

建設経済部(商工観光課)

目的

項目名

総合計画における
上位政策

政策

市内への企業進出が多く雇用機会が
十分ある。

経営者の育成、経営の自立化など企業経営者の経営革新を支援する。新たな工業導入地
区を検討し、企業誘致活動を推進する。

躍進する産業のまち

項
目
① 満足度（前年度比） 重要度（前年度比）

―

項目名

項目名

―

新たな産業が創り出され、発展する環
境となっている。

重要度（前年度比）

―

Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21Ｈ17

指標名

測定方法

年度

工業団地（既存・新規）内企業数

工業団地（既存・新規）内企業数（社）

達成率

現状値 70

重要度（前年度比）

―

年度 Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19

指標名

測定方法

Ｈ21

達成率 Ｈ28

Ｈ23現状値

指標名

測定方法

Ｈ20年度 Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19

87.5%

Ｈ28

Ｈ21

目標値Ｈ20

達成率

Ｈ23現状値

満足度

重
要
度

65

70

75

80

85

Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23

0

0.2

0.4

0.6

0.8

1

1.2

Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23

0

0.2

0.4

0.6

0.8

1

1.2

Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23

●
●

5

4

3

2

1

345 2 1



【今後の方向性】

【施策構成事務事業の展開】

事務事業名
総事業費
（千円）

担当課

労働者福祉対策事業 商工観光課

工業振興費補助金 商工観光課

3,538 A

AA

A

1,994

14,030

経営改善普及事業補助金 商工観光課 82,068 A A

労働者福祉協議会補助金 商工観光課

小口資金取扱事務補助金 商工観光課 1,289 A A

　今後の方向性

備考
ヒアリング後
の評価結果
（最終結果）

担当課による
評価（当初）

AA

現状分析及び
今後の施策展
開

現在市内の工業用地のストックが少なく、企業誘致が難しい状況
にあり、進出を予定する企業は、造成済み用地への立地を希望
する傾向が強いことから、紹介できる用地を確保する必要があり
ます。今後は富士山静岡空港・御前崎港も絡めた企業誘致及び
新しい産業創出の推進を図るため、新たな工業団地等を整備す
る必要があります。

総合評価（施策）

　　　A：順調

       B：やや遅れ

　　　C：遅れ

　　　

A

 Ａ ：現状のまま継続
Ｂ１：重点化
Ｂ２：縮小
Ｂ３：実施手段の改善
 Ｃ ：廃止・休止



菊川市施策評価シート（評価対象年度：平成17年度）

【基本事項】

部

【施策の概要】

【市民アンケート結果】

高い

低い

低い 高い

【成果指標の達成状況】

満足度

重
要
度

観光交流客数

観光交流客数（人）

95.9%

Ｈ20

達成率

Ｈ23現状値

Ｈ28

Ｈ21年度 Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19

指標名

測定方法

達成率 Ｈ28

Ｈ23現状値

Ｈ22 目標値Ｈ20 Ｈ21

指標名

測定方法

年度 Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19

重要度（前年度比）

重要度（前年度比）

達成率

現状値 165922

Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21Ｈ17

指標名

測定方法

年度

満足度（前年度比）

満足度（前年度比）

満足度（前年度比）

重要度（前年度比）

―

項目名

項目名

―

目的

項目名

総合計画における
上位政策

政策

市外からたくさんの観光客が訪れてい
る。

歴史・文化資源と里山の緑等の環境資源のネットワークを形成し、地域資源情報の一元化
による観光振興を図る。

躍進する産業のまち

施策№観光資源の発掘とネットワークの形成 28

建設経済部(商工観光課)

施策名

評価担当部署 建設経済 関係部署

成
果
指
標
③

項
目
①

項
目
②

項
目
③

成
果
指
標
①

成
果
指
標
②

Ｈ28 180000

目標値 Ｈ23

Ｈ23

Ｈ22

Ｈ22 目標値

Ｈ23

Ｈ23

173000
162000

164000

166000

168000

170000

172000

174000

Ｈ17 Ｈ20 Ｈ23

0

0.2

0.4

0.6

0.8

1

1.2

Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23

0

0.2

0.4

0.6

0.8

1

1.2

Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23

●

5

4

3

2

1

345 2 1



【今後の方向性】

【施策構成事務事業の展開】

B1

A

B2

A

B2

A

1,440 B1

　今後の方向性

備考
ヒアリング後
の評価結果
（最終結果）

B2

A

1,000 A

A

全国横地さん大集合実行委員会補助金 商工観光課

商工観光課 5,228

ホタルの里づくり補助金 商工観光課

菊川市観光協会運営事業費補助金

井成山整備委員会補助金 商工観光課 1,260 A

西方ふるさとづくり推進委員会補助金 商工観光課 1,200 B2

A

火剣山開発委員会補助金 商工観光課

七曲池管理運営委員会補助金 商工観光課 1,280 A

1,900 A A

横地城跡運営協議会補助金 商工観光課 830 A

観光振興事業 商工観光課 21,820

担当課事務事業名
総事業費
（千円）

担当課による
評価（当初）

現状分析及び
今後の施策展
開

観光資源に乏しくこれまで観光振興が図られなかった現況にあり
ますが、観光資源の発掘・創出や観光資源のネットワーク化を図
り特産のお茶、地場産品等を観光に結びつけ、交流人口の増加
に繋なげる必要があります。

総合評価（施策）

　　　A：順調

       B：やや遅れ

　　　C：遅れ

　　　

C

 Ａ ：現状のまま継続
Ｂ１：重点化
Ｂ２：縮小
Ｂ３：実施手段の改善
 Ｃ ：廃止・休止



菊川市施策評価シート（評価対象年度：平成17年度）

【基本事項】

部

【施策の概要】

【市民アンケート結果】

高い

低い

低い 高い

【成果指標の達成状況】

満足度

重
要
度

97.9%

Ｈ28達成率

Ｈ23現状値

Ｈ21Ｈ20年度 Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19

指標名

測定方法

Ｈ28

Ｈ23

Ｈ20 Ｈ21

達成率 20.0%

現状値 2

重要度（前年度比）

年度 Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19

指標名 ロケ誘致件数

測定方法 ロケ誘致件数（件）

Ｈ22

達成率

現状値 254652

Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21Ｈ17

指標名

測定方法

年度

「ちゃこちゃん」オリジナル茶袋利用枚数

「ちゃこちゃん」オリジナル茶袋利用枚数（枚）

項目名

項目名

重要度（前年度比）

目的

項目名

総合計画における
上位政策

政策

市内茶業関係団体が互いに連絡協調し、茶の宣伝、消費拡大事業に取り組み茶業の安定
と発展に努める。

躍進する産業のまち

項
目
① 満足度（前年度比） 重要度（前年度比）

施策№お茶の菊川のPR 29

建設経済部(商工観光課)

施策名

評価担当部署 建設経済 関係部署

項
目
②

項
目
③

成
果
指
標
①

Ｈ28

目標値

Ｈ23

満足度（前年度比）

満足度（前年度比）

Ｈ18

成
果
指
標
③

成
果
指
標
②

270000

10

目標値 Ｈ23

20

Ｈ23目標値

Ｈ23

260000

Ｈ22

Ｈ22

250000

252000

254000

256000

258000

260000

262000

Ｈ17 Ｈ20 Ｈ23

0

2

4

6

8

10

12

Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23

0

0.2

0.4

0.6

0.8

1

1.2

Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23

5

4

3

2

1

345 2 1



【今後の方向性】

【施策構成事務事業の展開】

　今後の方向性

備考
ヒアリング後
の評価結果
（最終結果）

担当課による
評価（当初）

ＡA茶消費拡大振興事業 商工観光課 9,635

事務事業名
総事業費
（千円）

担当課

現状分析及び
今後の施策展
開

菊川市茶業協会が中心となり、消費拡大のためのＰＲ活動を
行っていますが、各種宣伝事業・ＰＲ活動が菊川茶の知名度アッ
プ、販売促進にどこまで繋がっているか把握が難しい状況です。
今後は更に各種宣伝事業・ＰＲ活動を行い新しいお茶の文化創
造に取り組み「深蒸し茶」の販路拡大・消費拡大に取り組んでい
く必要があります。

総合評価（施策）

　　　A：順調

       B：やや遅れ

　　　C：遅れ

　　　

B

 Ａ ：現状のまま継続
Ｂ１：重点化
Ｂ２：縮小
Ｂ３：実施手段の改善
 Ｃ ：廃止・休止



菊川市施策評価シート（評価対象年度：平成17年度）

【基本事項】

部

【施策の概要】

【市民アンケート結果】

高い

低い

低い 高い

【成果指標の達成状況】

満足度

Ｈ28 15

目標値

Ｈ23

Ｈ28

Ｈ23

Ｈ23

達成率

Ｈ21

現状値

成
果
指
標
③

Ｈ22 目標値 Ｈ23Ｈ20

Ｈ23

Ｈ23

年度 Ｈ17

達成率

指標名

測定方法

現状値

67.0%

指標名

測定方法

年度 Ｈ17 Ｈ18

Ｈ19 Ｈ22

10

Ｈ19

指標名

測定方法

Ｈ20 Ｈ21

達成率

現状値 6.7

Ｈ17

重要度（前年度比）

―

項目名

項目名

―

満足度（前年度比） 重要度（前年度比）

目的

項目名

総合計画における
上位政策

政策

自然環境と市街地の調和のとれた土
地利用が進められている。

自然環境を保全する区域と市街化や地域活性化等に活用する区域など土地利用計画を策
定し、調和のとれた土地利用の誘導を図る。

安全・便利・快適なまち

項
目
① 重

要
度

満足度（前年度比）

施策№調和のとれた土地利用推進 30

建設経済部(都市計画課・農林課)

施策名

評価担当部署 建設経済 関係部署

年度 Ｈ18

項
目
②

項
目
③

成
果
指
標
①

重要度（前年度比）

適正な土地利用が図られていると感じる市民の割合

適正な土地利用が図られていると感じる市民の割合（％）

満足度（前年度比）

成
果
指
標
②

Ｈ18 Ｈ19

Ｈ22 目標値Ｈ20 Ｈ21

Ｈ28

0

2

4

6

8

10

12

Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23

0

0.2

0.4

0.6

0.8

1

1.2

Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23

0

0.2

0.4

0.6

0.8

1

1.2

Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23

●

5

4

3

2

1

345 2 1



【今後の方向性】

【施策構成事務事業の展開】

総合評価（施策）

　　　A：順調

       B：やや遅れ

担当課による
評価（当初）

ヒアリング後
の評価結果
（最終結果）

現状分析及び
今後の施策展
開

　
工業団地造成により積極的な企業誘致を図るとともに、住宅団
地造成や土地区画整理事業により都市計画に沿った都市基盤
整備を行ってきました。また、農地造成事業などにより農業振興
の基盤をつくってきましたが、農業地域は点在的に他用途への
土地利用転換が行なわれ、用途地域の活用が進まないなど、適
切な土地利用の誘導が図られていない傾向にあります。今後
は、各種法制度の運用により保全と活用の区域を明確にし、自
然環境と都市機能が調和した土地利用を推進することが必要で
す。

担当課

　今後の方向性

備考

　　　C：遅れ

　　　

B

事務事業名
総事業費
（千円）

 Ａ ：現状のまま継続
Ｂ１：重点化
Ｂ２：縮小
Ｂ３：実施手段の改善
 Ｃ ：廃止・休止



菊川市施策評価シート（評価対象年度：平成17年度）

【基本事項】

部

【施策の概要】

【市民アンケート結果】

高い

低い

低い 高い

【成果指標の達成状況】

満足度

Ｈ22 目標値

Ｈ23

Ｈ23

138.8

Ｈ28 169.5

目標値 Ｈ23

Ｈ23

Ｈ28

成
果
指
標
③

項
目
①

項
目
②

項
目
③

成
果
指
標
①

成
果
指
標
②

項目名

年度

項目名

施策名

評価担当部署 建設経済

目的

総合計画における
上位政策

政策

中心市街地において、重点地区として整備のあり方を検討し、イメージ向上につながる景
観誘導や街並み景観に配慮した地域づくりを推進する。

関係部署

施策№まちの拠点環境整備の推進 31

建設経済部(区画整理課・都市計画課)

安全・便利・快適なまち

重要度（前年度比）

駅やインター周辺、下平川周辺地区な
どの市街地がにぎわっている。

重
要
度

― ―

満足度（前年度比）

項目名

満足度（前年度比）

重要度（前年度比）

測定方法

満足度（前年度比）

現状値 84.4

重要度（前年度比）

土地区画整理整備面積（完了面積）

土地区画整理完了面積（ha）

Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21Ｈ17

指標名

年度 Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19

指標名

測定方法

達成率 60.8%

Ｈ22 目標値Ｈ20 Ｈ21

達成率 Ｈ28

Ｈ23現状値

指標名

測定方法

年度 Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ22Ｈ21

達成率

Ｈ23現状値

0

50

100

150

Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23

0

0.2

0.4

0.6

0.8

1

1.2

Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23

0

0.2

0.4

0.6

0.8

1

1.2

Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23

●

5

4

3

2

1

345 2 1



【今後の方向性】

【施策構成事務事業の展開】

事務事業名
総事業費
（千円）

担当課

A

A

菊川駅南土地区画整理事業 区画整理室 667,127 A

南部第二土地区画整理事業補助金 区画整理室

260,305 A

26,460 A

宮の西土地区画整理事業補助金 区画整理室

潮海寺地区整備事業（まち交） 都市計画課 104,069 A

　今後の方向性

担当課による
評価（当初）

備考
ヒアリング後
の評価結果
（最終結果）

A

A

現状分析及び
今後の施策展
開

　
ＪＲ菊川駅周辺地区では、土地区画整理事業等により市街地の
整備が進められていますが、菊川市の玄関口にふさわしい新た
な顔づくりや周辺地域全体を含めた住環境の改善や生活環境、
防災機能の向上を含めた計画づくりが求められています。東名
菊川インターチェンジ周辺地区は、土地区画整理事業により道
路・公園などの都市基盤を整え、新たな市街地が形成されてい
ますが、今後は都市機能の高度化を図る施設の誘導や景観形
成が求められています。下平川周辺地区は、地域と結びついた
商業地が形成されていますが、小笠地域の顔として拠点性のあ
る市街地形成や都市機能の誘導を図ることが必要となっていま
す。

総合評価（施策）

　　　A：順調

       B：やや遅れ

　　　C：遅れ

　　　

A

 Ａ ：現状のまま継続
Ｂ１：重点化
Ｂ２：縮小
Ｂ３：実施手段の改善
 Ｃ ：廃止・休止



菊川市施策評価シート（評価対象年度：平成17年度）

【基本事項】

部

【施策の概要】

【市民アンケート結果】

高い

①

②

低い

低い 高い

【成果指標の達成状況】

市内外にスムーズに移動できる道路整備について不満を感じていない人の割合（％）

96.6%

Ｈ23

成
果
指
標
③
達成率 Ｈ28

Ｈ22年度 Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19

指標名

測定方法

Ｈ23現状値

達成率 Ｈ28

現状値

市内外にスムーズに移動できる道路整備について不満を感じていない人の割合

Ｈ22 目標値Ｈ20 Ｈ21

重要度（前年度比）

年度 Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19

指標名

測定方法

達成率

現状値 64.7

Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21Ｈ17

指標名

測定方法

年度

項目名

項目名

―

市内外へスムーズに移動できる道路
が整備されている。

重要度（前年度比）

安全・便利・快適なまち

重要度（前年度比）

―

―

満足度（前年度比）

満足度（前年度比）

―

重
要
度

関係部署
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建設経済部(建設課・都市計画課)

満足度（前年度比）

施策名

評価担当部署 建設経済

目的

項目名

総合計画における
上位政策

政策

市内の移動に便利な公共交通が整備
されている。

市の内外を結ぶ幹線道路の整備促進、また日常生活の安全性や交通弱者に配慮し、地域
間や集落間を結ぶ生活道路の整備を目指す。

項
目
①

項
目
②

項
目
③

成
果
指
標
①

成
果
指
標
②

67

Ｈ28 70

目標値 Ｈ23

Ｈ23

満足度

Ｈ22 目標値

Ｈ23

Ｈ23

Ｈ21Ｈ20

63

64

65

66

67

68

Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23

0

0.5

1

1.5

Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23

0

0.5

1

1.5

Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23

● ●

5

4

3

2

1

345 2 1



【今後の方向性】

【施策構成事務事業の展開】

B

　　　A：順調

       B：やや遅れ

　　　C：遅れ

　　　

Ａ

Ａ

備考

36,390 Ａ

ヒアリング後
の評価結果
（最終結果）

Ａ

建設課

街路朝日線整備事業
都市計画課

市単独交通安全施設整備事業

市道三沢本線整備事業（合併特例債）
建設課

16,024

202,326 Ａ

市道改良補助金
建設課

12,280

井矯堂線整備事業
建設課

7,196 B1

市道公文名富田線整備事業（地特）
建設課

掛川浜岡線バイパス整備事業（合併特例債）
建設課

55,000

市道舗装改良等整備事業（市単独）
建設課

28,261

現状分析及び
今後の施策展
開

市内の集落間を結ぶ道路や、東名高速菊川IC・JR菊川駅等へ
のアクセス道路については、一車線や歩道のない路線が多いた
め、車輌交通量が増大する中で幹線道路となる都市計画道路や
１．２級市道を整備して円滑な交通体系を確立する必要がありま
す。

市道改良整備事業（市単独）
建設課

　今後の方向性

総合評価（施策）

Ａ

12,389 Ａ

B1

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

60,671 Ｂ3

担当課事務事業名
総事業費
（千円）

担当課による
評価（当初）

Ｂ3

Ａ

Ａ

 Ａ ：現状のまま継続
Ｂ１：重点化
Ｂ２：縮小
Ｂ３：実施手段の改善
 Ｃ ：廃止・休止



菊川市施策評価シート（評価対象年度：平成17年度）

【基本事項】

部

【施策の概要】

【市民アンケート結果】

高い

低い

低い 高い

【成果指標の達成状況】

Ｈ22 目標値Ｈ20 Ｈ21

都市公園の整備率（％）

94.8%

Ｈ28達成率

Ｈ23現状値

Ｈ21Ｈ20年度 Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19

指標名

測定方法

達成率 Ｈ28

Ｈ23現状値

重要度（前年度比）

年度 Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19

指標名

測定方法

都市公園の整備率

達成率

現状値 56.1

Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21Ｈ17

指標名

測定方法

年度

重要度（前年度比）

項目名

項目名

重要度（前年度比）

関係部署
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建設経済部(都市計画課)

項目名

総合計画における
上位政策

政策

緑化の推進と緑地の保全のため既存公園・緑地・多目的広場等の整備を推進し適切な維
持管理に努める。

安全・便利・快適なまち

施策名

評価担当部署 建設経済

目的

Ｈ22

成
果
指
標
③

項
目
①

項
目
②

項
目
③

成
果
指
標
①

成
果
指
標
②

満足度（前年度比）

満足度（前年度比）

満足度（前年度比）

Ｈ23

59.2

Ｈ28 61.5

目標値 Ｈ23

Ｈ23

重
要
度

満足度

Ｈ22 目標値

Ｈ23
54

55

56

57

58

59

60

Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23

0
0.2
0.4
0.6
0.8
1
1.2

Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23

0
0.2
0.4
0.6
0.8
1
1.2

Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23

5

4

3

2

1

345 2 1



【今後の方向性】

【施策構成事務事業の展開】

現状分析及び
今後の施策展
開

 
総合公園や運動公園等の都市公園は、市民のやすらぎの場で
あるとともに都市の景観向上スペースとしての役割を担っている
ことから都市的緑地の保全を図りながら、地震等の災害時にお
ける活動の場として利用できるように、安全面にも配慮した公園
整備を進めることが必要です。地域に密着した街区公園等の除
草清掃管理等は「地域の庭」として自治会や任意の団体の協力
による管理体制を確立していくことが必要です。

総合評価（施策）

　　　A：順調

       B：やや遅れ

　　　C：遅れ

　　　

B

　今後の方向性

ヒアリング後
の評価結果
（最終結果）

備考

担当課事務事業名
総事業費
（千円）

担当課による
評価（当初）

 Ａ ：現状のまま継続
Ｂ１：重点化
Ｂ２：縮小
Ｂ３：実施手段の改善
 Ｃ ：廃止・休止



菊川市施策評価シート（評価対象年度：平成17年度）

【基本事項】

部

【施策の概要】

【市民アンケート結果】

高い

低い

低い 高い

【成果指標の達成状況】

Ｈ22 目標値

Ｈ23

Ｈ23

343

Ｈ28 326

70

目標値 Ｈ23

100

Ｈ23

Ｈ22

成
果
指
標
③

項
目
①

項
目
②

項
目
③

成
果
指
標
①

成
果
指
標
②

施策名

評価担当部署 総務企画 関係部署
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総務企画部(安全課・地域支援課・総務課)

目的

項目名

総合計画における
上位政策

政策

交通安全対策が充実し、安全に道路
を通行することができる。

○交通安全の推進
　交通指導隊の交通安全活動など交通安全啓発とともに道路照明灯など交通安全のため
のハード整備を進め、安全安心な市民生活の実現を目指す。
○公共交通の整備
　コミュニティバス路線の整備を進め、多くの市民が利用できる公共交通手段を確保する。

安全・便利・快適なまち

満足度（前年度比）

満足度（前年度比）

満足度（前年度比）

重要度（前年度比）

―

項目名

項目名

―

Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21Ｈ17

指標名

測定方法

年度

達成率

現状値 367

重要度（前年度比）

重要度（前年度比）

年度 Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19

指標名 コミュニティバス利用者数

測定方法 コミュニティバス利用者数（人／日）

Ｈ22 目標値Ｈ20 Ｈ21

Ｈ23現状値 35

年度

達成率 50.0% Ｈ28

指標名

測定方法

Ｈ17

交通事故を減らします

交通事故数（件）

93.5%

Ｈ21Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20

達成率

Ｈ23現状値

Ｈ28

重
要
度

満足度

330

340

350

360

370

Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23

0

20

40

60

80

Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23

0

0.5

1

1.5

Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23

●

5

4

3

2

1

345 2 1



【今後の方向性】

【施策構成事務事業の展開】

事務事業名
総事業費
（千円）

担当課による
評価（当初）

担当課

5,824 A

交通安全会補助金 424 A

A4,723

1,900 Ａ

24,503 B3コミュニティバス推進事業

総務課

　今後の方向性

B3

備考
ヒアリング後
の評価結果
（最終結果）

A

A

Ａ

A

地域支援課

安全課

交通安全推進事業

バス路線維持補助金

安全課

交通指導隊交付金

安全課

現状分析及び
今後の施策展
開

○交通安全の推進
　現在、菊川市交通安全会や交通指導員により交通安全の啓発
活動を実施している。今後は、啓発活動を充実していくとともに、
事故発生箇所や危険箇所の検証と安全対策を実施する。
○公共交通の整備
　現在、コミュニティバス実証実験を実施している。今後、19年度
実施に向けて、現在実施されている福祉バス、タクシー利用助成
とコミュニティバスを含め、公共交通のあり方を検討する。

総合評価（施策）

　　　A：順調

       B：やや遅れ

　　　C：遅れ

　　　

Ａ

 Ａ ：現状のまま継続
Ｂ１：重点化
Ｂ２：縮小
Ｂ３：実施手段の改善
 Ｃ ：廃止・休止



菊川市施策評価シート（評価対象年度：平成17年度）
【基本事項】

部
部
部

【施策の概要】

【市民アンケート結果】

高い

③

②

①

低い

低い 高い

【成果指標の達成状況】

総合計画における
上位政策

項目名
河川改修や耐震補強の実施などによ
り、まち全体の防災体制が強化されて
いる。

満足度（前年度比） 重要度（前年度比）

Ｈ20

― ―

項目名
被災時に有効に機能する自主防災組
織が組織されている。

満足度

重
要
度

満足度（前年度比） 重要度（前年度比）

― ―

Ｈ22Ｈ21

Ｈ23現状値

Ｈ28達成率

年度 Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19

指標名

測定方法

達成率 Ｈ28

Ｈ23現状値

測定方法

達成率

現状値 21.3

88.8%

防災訓練に参加する人の割合（％）

―

Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21

―

Ｈ17

指標名

政策

【総務企画部】
　○防災　災害に備えた危機管理体制の整備、防災資機材の充実を図り、市民の防災意識の高揚
               と自主防災組織を強化する。
  ○防犯　市民の防犯意識を高め、市民の自主的防犯活動を推進し、安全に暮らせるまちづくりを
              進める。
【建設経済部】
　地震・水害などの災害から市民の生命と財産を守るため、災害に強い基盤整備を図る。
【消防本部】
　救命率の向上を図るため、多くの市民に救急講習会に参加していただき応急処置の普及を推進
　する。
　火災、事故等を未然に防ぐため、市民への予防啓蒙活動や事業所の安全管理体制の指導強化
　を図る。また、消防団の地域活動への支援を行い、消防団の活性化を図る。

安全・便利・快適なまち

施策№防災・防犯対策の強化促進　 35

総務企画部(安全課・企画政策課)
建設経済部(建設課・都市計画課)
消防本部

施策名

評価担当部署
総務企画
建設経済
消防本

関係部署

項
目
①

項
目
②

項
目
③

成
果
指
標
①

目的

Ｈ28 26.4

年度

満足度（前年度比）

項目名
防犯対策が充実し、安心して生活する
ことができる。

重要度（前年度比）

防災訓練に参加する人の割合を増やします

Ｈ23

24

目標値 Ｈ23

Ｈ23Ｈ22 目標値Ｈ20 Ｈ21Ｈ19

指標名

目標値

Ｈ23

測定方法

Ｈ22

成
果
指
標
③

成
果
指
標
②

年度 Ｈ17 Ｈ18

18

20

22

24

26

Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23

0

0.5

1

1.5

Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23

0

0.5

1

1.5

Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23

●●●

5

4

3

2

1

345 2 1



【今後の方向性】

【施策構成事務事業の展開】

A

B2

A

A

A

A

A

B3

B1

A

A

B3

B1

AA

C

A

A

A

A

A

A

A

B2

火災予防推進事業（一人暮し高齢者（80歳以上）宅防火診断） 消防本部 14,075

14,075

14,075

14,075

3,475

A

A

A

B2

1,455

2,800

A

A

A

2,209

902

4,585

河川愛護事業補助金 建設課

貯水槽整備事業（国庫補助）

ブロック塀等耐震改修促進事業補助金 都市計画課

耐震補強補助金

火災予防推進事業（危険物施設査察）

火災予防推進事業（防火管理講習会実施） 消防本部

火災予防推進事業(予防査察） 消防本部

火災予防推進事業（広報） 消防本部

建築物等耐震改修促進事業 都市計画課

既存建築物耐震診断事業補助金 都市計画課

A

　今後の方向性

備考

　　　C：遅れ
　　　

Ｂ

A

総合評価（施策）

　　　A：順調

       B：やや遅れ

A

A

A

消防施設整備費補助金 A

A消防施設整備事業（市単独） 1,885

安全課

安全課

救急講習業務 13,767

分団運営費交付金

安全課

河川改修整備事業（市単独） 建設課

広報安全等対策事業（調査事業） 企画政策課 1,966

21,206

地震防災対策推進事業 3,528

安全課

安全課

9,403

担当課
総事業費
（千円）

A

B3

消防本部

ため池洪水調整等事業費補助金 安全課

自主防資機材整備費補助金

河川改修補助金 建設課

河川改修促進連合協議会補助金

都市計画課

建設課

広報安全等対策事業（広報事業）

事務事業名

企画政策課

安全課

現状分析及び
今後の施策展
開

【総務企画部】
  ○防災　　防災資機材の充実と防災情報の基盤整備及び自主防災会と連携
               した防災体制を確立する。
  ○防犯　　犯罪の未然防止を図るため、市民の防犯意識の高揚と地域ぐるみ
               の自主的な防犯活動を推進する。
【建設経済部】
  近年の異常気象により、大雨や台風による水害の多発や拡大が懸念されて
  いるので浸水被害の防止を目指し、河川改修や調整池等の有効かつ計画的
  な整備を推進する必要があります。また大規模地震等の災害に備えるため、
  建築物の耐震化を推進する必要があります。
【消防本部】
  年々増加傾向にある救急要請に対応するなかで、救急車到着までの応急処
　置が救命効果に大きな影響を与えるため、市民・事業所・団体等への救急講
  習会を積極的に開催し、応急手当の普及啓蒙と救命率の向上を推進する。
　近年、複雑多様化する災害現状において、市民の日頃からの防火意識や予
  防対策が火災などの災害を未然に防ぐ効果は大きく、今後も更なる予防広報
  の実施と事業所等の安全管理体制の指導強化を推進する。また、地域防災
  の中核的存在としての消防団には市民の期待と果たす役割は大きく、今後も
  消防団への資機材整備など支援を行うと共に、消防署との連携を強化した防
  災体制の確立を図る。

3,218 B2

28,420

担当課による
評価（当初）

ヒアリング後
の評価結果
（最終結果）

防犯灯設置・管理事業

B3消防本部

消防本部 6,146 A

14,075 B1

2,925

2,499

1,951

3,755

A

A

B3

B1

 Ａ ：現状のまま継続
Ｂ１：重点化
Ｂ２：縮小
Ｂ３：実施手段の改善
 Ｃ ：廃止・休止




